
JAPIA 「これで実践CN活動リスト」

2023年3月29日 発行
2023年6月30日 改訂

JAPIA全体で
お互いに助け合いながら
CN活動を進めていこう！

第2版

P61～102 活動の始めやすい省エネアイテム４０事例の改善効果を表記
P116 CO2チェックシート 2023年版へリンク更新
P119 産業ヒートポンプ、一般財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター 2023年度補助金終了のためリンク削除

＊各団体のHPへのリンクは2023年6月時点になります最新情報をご確認ください

この JAPIA「これで実践CN活動リスト」の著作権は、一般社団法人日本自動車部品工業会に帰属します。
会員以外に対して無断で転載、公表、変更、複製、譲渡することを禁じます。

（一般公開用）



・カーボンニュートラル（CN）の活動を体系立てて進めるためには、計画（P）実行（D）
確認・評価（C）改善（A）のPDCAサイクルを機能的に回すことが重要

・これで実践CN活動リストは、PDCAの各プロセスにおいて、実施すべき事項を整理・明示
するとともに、実行するにあたって活用できるツールや考え方、情報（のリンク先）をセット
にして提供

「これで実践CN活動リスト」とは

・会員各社のCNの推進にあたり、現状のレベルに違いがあるため、「PDCAごとのフローチャート」
で必要な情報にジャンプできるリンクをはっています

・環境省や省エネルギーセンターなどの制度、帳票等、ツールも活用できそうなものをピックアップ
して、できるだけ手間なく情報が得られたり、活用できるように掲示しています

・Q&Aから わからない事象など関連ページへの情報にジャンプできるリンクをはっています

「これで実践CN活動リスト」の活用にあたり
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CN活動参考書のように ご使用いただくためのツールです



１）CN活動PDCA 全体イメージ ２）フローチャート
PDCAの13項目に
直接ジャンプするリン
クが貼ってあります

PDCAに分類した
チェックシートの目次
のようなものになります

3「これで実践CN活動リスト」の使用方法

直接見たい項目を
探すのに便利です

自社の活動状況を確認
しながら必要な部分
を探すのに便利です

該当ページへ
リンク

このページに戻るリンク

該当ページへ
リンク

３）困りごと・質問 Q&A対象リンク

このページに戻るリンク

困り事や●●がわからないなどか
ら関連情報へ直接ジャンプします

考え方ページへリンク 関連リンク

困りごとを探すときに
便利です

各ページの右上に戻るリンクがあります

ページ数が多いので、見たい情報を探すための方法として以下の３種類があります



実施事項 活用できるもの PDCAサイクル

＜現状把握と体制整備＞
・省エネ活動計画の立案
・CN体制整備
・省エネ活動を進めるための優先順位付け

アクションプラン
CN組織体制ひな形

P

・省エネ活動の実践
（・エネルギーデータ見える化でロス発見）
（・改善の着眼点）
（・よい例はまねる）

ｴﾈﾙｷﾞｰ比較
省エネ6則
省エネ事例集 ｾﾐﾅｰ

D

・効果確認（CO2削減量/エネルギーコスト） CO2算定ガイドライン
削減アイテムリスト
計画/実績管理ﾘｽﾄ

C

・削減活動の進め方検証、ルール化検討
・補助金等、導入促進情報確認(今後に活用) 経産省環境省HP

A

・更なる削減目標設定
・CN体制強化に向けた見直し

アクションプラン
CN組織体制ひな形

P

CN活動における「これで実践CN活動リスト」のの位置付け
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P.D.C.Aを回しながらCN活動を推進していくためのツールです

こ
れ
で
実
践
C
N
活
動
リ
ス
ト



⓪CNの必要性の理解
導入セミナー開催

①CN活動組織
社内体制整備紹介

②CN活動企画
アクションプラン作成

③人材育成
省エネ教育

④エネルギー見える化
ｴﾈﾙｷﾞｰ計量体制実践

⑤エネルギー細分化
工程別、時間帯など

⑥削減手段 支援１
削減事例集

⑦削減手段 支援2
工場見学会

⑧CO2の傾向管理
月度集計

⑨改善ポイント見える化
課題抽出活動事例集

⑪ ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ項目抽出
自己診断シート

⑫CN補助金計画支援
補助金制度紹介

次年度
アクション
プラン策定

経産省資源エネルギー庁パンフレット抜粋

⑬中期プラン支援
事例紹介

CN活動 PDCA 全体イメージ
JAPIA支援活動

⑩課題抽出
エネルギー診断

5Q&Aに戻る



フローチャート：目次（１）

Plan（取組内容・手順の決定）

全ての役員・従業員がCN
の取組みが必要であること
を理解している

CN活動をするための組織
社内体制が整備されている

CN活動のアクションプラン
を策定している

YES

NO

NO

YES

NO

⓪なぜカーボンニュートラル活動が
今必要なのか？

①CN活動組織、社内体制整備紹介

②CN活動企画 アクションプラン作成

P10～P14 を参照ください

P15～P21 を参照ください

P22～P37 を参照ください

Do（省エネを実行）へ

YES

6PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



フローチャート：目次（２）
Do（省エネを実行）

省エネ活動に向け
人材育成を実施している

エネルギー見える化を
細分化できていますか

YES

NO

NO

YES

NO

③人材育成 省エネ教育

⑤エネルギー細分化
（工程別、時間帯など）

④エネルギー見える化
エネルギー計量体制実践

エネルギー見える化は
できていますか？

YES

NO

削減手段・アイテムは
充足していますか

⑥削減手段 支援１ 削減事例集

省エネ５事例によるアイテム抽出の考え方（基礎編）

省エネルギーセンター公開情報

⑦削減手段 支援2 省エネ見学会

カーボンニュートラル セミナー動画のご紹介

P107～P112 を参照ください

P50～P106 を参照ください

P47～P49 を参照ください

P40～P46 を参照ください

P38～P39 を参照ください

Check（効果検証）へ

YES
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活動の始めやすい省エネアイテム４０事例

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



結果に対し課題を
抽出できていますか

NO

YES

NO

⑨改善ポイント見える化
課題抽出活動事例集

⑧CO2の傾向管理月度集計CO2の排出量の
増減を定期的に傾向管理

していますか？

YES

NO

第三者目線で自社の
強み弱みを確認して

いますか
⑩課題抽出 省エネ診断

P115～P116 を参照ください

P113～P114 を参照ください

P117～P120 を参照ください

フローチャート：目次（３）

Check（省エネ効果検証）

YES

Action（省エネ行動の見直し）へ

JAPIAへ活動結果報告のお願い
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P136～P139 を参照ください

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



CNマネジメントが
できているか、自社の
強み弱みを把握して

いますか？

YES

NO

⑪ PDCAﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ項目抽出自己診断シート

P121～P122 を参照ください

フローチャート：目次（４）
Action（省エネ行動の見直し）

補助金制度等を
活用してコストが

かかる省エネを検討していま
すか？ NO

YES

⑫CN補助金計画支援 補助金制度紹介

次年度のアクションプラン策
定に向けた、中長期

目線の計画がありますか？

次年度の Plan（取組内容・手順の決定）に戻る

⑬中期プラン支援 事例紹介
NO

P123～P132 を参照ください

P133～P135 を参照ください

9PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



自動車業界・自社の置かれている
立場をメンバーに理解してもらい
CN活動を始めていきましょう

PDCA全体イメージに戻る

Plan（取組内容・手順の決定）

⓪なぜカーボンニュートラル活動が今必要なのか？
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Q&Aに戻る



グラスゴー(COP26)

出所：11/14日経電子版、11/14サンデーモーニング、11/12WBS

気候変動とエネルギーを巡る構図

先進国 途上国

取組み加速を

支援が足りない

①化石燃料の
段階的な廃止

②EVへのシフト

パリ協定の「1.5℃目標」

化石燃料への投資減速で
エネルギー価格が高騰、電力不足が懸念

維持すべき 実現は難しい

1995年 ベルリン(COP1)

(環境動向)地球温暖化

国連気候変動枠組み条約(COP)の経緯

我われをとりまく状況

地球温暖化防止は待ったなし、であるが・・・
それぞれの国が自国の立場を主張しあって、一枚岩になっていないんだ

1997年 京都議定書(COP3)

2015年 パリ協定(COP21)

2019年 マドリッド協定(COP25)
気温上昇をMAX2℃ ⇒ 1.5℃

各国の30年目標
では「1.5℃」は
実現できない。
途上国は上積みを

経済成長には
化石燃料の
活用が必要だ・「1.5℃目標」さらなる努力追求へ

・国際排出取引ルールの決定

・石炭火力･化石燃料の段階的廃止

・途上国に向けた「損失と被害」基金
の創設

2022年 シャルムエルシェイク(COP27)

’22/12/8CNセミナー資料

11

11PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



世界各国の動向
これまでの経緯 CNに向けた、各国の動向

世界各国でカーボンニュートラルを加速させているよ

2019年 COP25
121か国

2022年 COP27
190か国以上へ拡大

多くの国々がCN目標を表明
2060年までにピークアウト

(減少に転じさせる)

1990年 2030年 2050年

CN
達成

100%

C
O

2
排

出
量

▲40%
↓

▲55%（変更）

’21年7月法制化

1990年 2030年 2050年

CN
達成

100%

C
O

2
排

出
量

▲53%
↓

▲68%（変更）

’20年12月公表

2005年 2030年 2050年

CN
達成

100%

C
O

2
排

出
量

▲26-28%
↓

▲50-52%（変更）

’21年4月公表

2013年 2030年 2050年

CN
達成

100%

C
O

2
排

出
量

▲26%
↓

▲46%（変更）

’21年4月公表

’22/12/8CNセミナー資料

12PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



～2025 ～2030 ～2035 ～2040 ～2050

主要OEMの動向

各OEMは電動車目標とサプライチェーンに求めるCN目標を掲げています

2030年世界販売
電動車800万台
(FCEV・EV 200万台)

～2035年
自社工場
CO2ゼロ

EV350万台
上方修正！

2050年
ライフサイクルCN達成

～2023年
電動車を年間
100万台へ

2030年代早期から
主要市場に投入する
全てを電動車へ

2050年 製品、企業
活動でCN達成

2030年 ZEV比率
日20欧40米40中40%
EV200万台超

2050年
ライフサイクルCN達成

2040年
全車EVまたは
FCEVへ

2023年頃
BEV13モデル
新車投入

2030年頃
BEV比率を
50％へ

2050年 バリュー
チェーン全体でCN達成

2050年 グループで
気候ニュートラル

2040年
主要都市
100％EV化

2030年頃
CO2排出
40%減へ

ライフサイクル
CO2

・電動車とは、車両の動力に電気を使うクルマのこと。 HEV（ハイブリッド車）、PHEV
（プラグインハイブリッド車）、BEV（電気自動車）、FCEV（水素燃料電池車）など

・ZEV（Zero Emission Vehicle）とは、排出ガスを一切出さない電気自動車や燃料電池車を指す
・BEV（Battery Electric Vehicle）とは、電気のみをエネルギー源として走行を指す

2025年頃
BEV30モデル
を提供

2035年頃
全車をZEVへ

2040年頃
全製品、運用
でCN達成

’22/12/8CNセミナー資料オレンジ色はサプライチェーンに関係する目標

13PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



自社をとりまくエネルギー

Scope3 OEMからのCN要求

Scope1：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出(燃料の燃焼、工業プロセス)
Scope2 : 他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出
Scope3 : Scope1、Scope2以外の間接排出(事業者の活動に関連する他社の排出)

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/supply_chain.html

自社だけではなくサプライチェーン全体（ライフサイクルの活動）で進める必要がある

部品業界を含めた自動車業界全体でのCNが責務となります

資料を加工

’22/12/8CNセミナー資料
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14PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/supply_chain.html


カーボンニュートラル活動を
進めるため、段階的に組織の

整備を進めていきましょう

Plan（取組内容・手順の決定）

①CN活動組織、社内体制整備紹介

15PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



《組織体制例》

①CN活動組織、社内体制整備紹介

経営者自らが「自分事」の課題として取り組む！

ボトムアップ型の意思決定のみで対応することは困難です。経営陣
の強力なトップダウン型の推進力も必要です。
環境担当ではない役員も含めて、自社の経営について、多面的に
見直す必要があります。

先ずは第1ステップから組織編制

あるべき姿

当モデルは最終型をイメージしており、いき
なり目指す必要はありません。実際には、第
1～3ステップ毎の体制を参考に、各企業の
実状・ニーズに即して検討下さい

次項以降参照ください

HP：URLhttps://www.japia.or.jp/topics_detail41/id=CNkisochishiki
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16PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

https://www.japia.or.jp/topics_detail41/id=CNkisochishiki


（A）全社のCN活動やエネルギーコスト削減を計画立案・進捗管理を実施する部署
（B）省エネ活動、設備省エネを実施する部門に管理する担当者を配置（各工場、各部署）

【第１ステップ】 省エネ・節電に対応(基礎)していく体制

組織のイメージ図

（A）

（B）

各部署任せではなく、各部門の役割責任を明確にして、会社として社内の省エネ活動
を進めていくための組織イメージになります 17

17PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



【第2ステップ】 各Scopeの主たる活動を進めていく体制

組織のイメージ図

（C）

（D） （E）

トップを巻き込み、企業として責任者設定や、再エネ導入および仕入先、得意先との
関係部署も巻き込みCNを推進する組織のイメージです

第１
ステップ

（C）全社のCN活動の経営判断、戦略立案を策定（経営層）
（D）全社で再エネ導入の企画・推進を実施（経営管理・企画・環境・調達部門）
（E）社外関係者とCN活動を進めていく（社外関係者窓口部署）
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18PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



【第３ステップ】 その他の各Scope活動を進めていく体制

組織のイメージ図

第１
ステップ

第２
ステップ

（F） （G） （H）

効果の大きい高額テーマの企画やCN活動範囲の拡大、社外関係者への窓口として
支援活動を担う部署も組織に組み込むイメージになります

（F）建屋全体などで長期投資の必要な案件や新技術調査導入の企画提案（環境・施設部門）
（G）CN活動で物流CO2や廃棄物削減へ対応していくための部門（物流・施設部門等）
（H）社外関係者への情報公開、補助金などを支援する部門（環境・経営企画・広報等）
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19PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



【参考】 各部署の役割責任一覧イメージ
20PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



CN活動を進めていくには、広い分野で実施する業務が新たに発生してきます。
各部門へCN活動の協力を求めていくことになります。

活動を実施していく部署は、既存の部署で対応することになりますので、参考として
大手企業の例を掲載しています。

21PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



アクションプラン策定に向け
取組内容や手順の現状把握

から始めていきましょう

Plan（取組内容・手順の決定）

②CN活動企画 アクションプラン作成

22PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



②CN活動企画 アクションプラン作成

具体的な改善施策へ
落とし込んでいきます

2030年、2050年に向けた活動イメージ

2050年基準年

生産増

Ｃ
Ｏ
2

排
出
量

2030年排出量

▲＊%

成り行き

省エネ(技術革新)

再エネ導入

電力部門の非化石化率UP

CO2０

省エネ(工場日常改善)

削減計画を立案します 「脱炭素経営に向けてどのような戦略を立てるか」
(A)基点となる基準年は? (B)2030年の成り行きを想定し削減目標を▲＊%とするか?
(C)省エネと再エネの削減割り当ては？次頁以降で施策を検討し、設定していきます。

(A)

(B) (C)

23PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



(1)省エネ(工場日常改善)の計画立案

②CN活動企画 アクションプラン作成

2050年基準年

生産増

Ｃ
Ｏ
2

排
出
量

2030年排出量

▲＊%

成り行き

省エネ(工場日常改善)

省エネ(技術革新)

再エネ導入

電力部門の非化石化率UP

CO2０

24

省エネ(工場日常改善)に関する アイテム(CO2削減対策)の立案を検討します。
次頁以降でアイテム立案の考え方を説明します。

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



良品１台の製造における
エネルギー使用量を下げる

・工程内不良低減
・設備停止時間削減
・廃却ロス低減
・出来高向上 など

定期点検・定期保全

4S・自主保全

TPS・QC活動

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

エネルギー使用量／生産量

(1)省エネ(工場日常改善)：生産性向上

25

原価低減は、エネルギー使用量の削減にもつながります。

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



省エネ6則 着 眼 点 実 施 事 例

1 ヤメル なぜこの設備が必要かを考え、

不要なものを停止

不要な設備を停止

2 トメル 動いているだけで、働いていないものは

ないか？

無駄な運転の停止

3 サゲル この運転条件が必要なのか？ 運転条件を見直し、圧力・温度などを低減

4 ナオス 正常にはたらいているかを確認 不具合箇所の修正

5 ヒロウ 使えるエネルギーを捨てていないか？ 排ガスや温水などの回収、余熱の利用

6 カエル もっと効率の良い設備やエネルギーは

ないか?

より高効率、より安価な設備・エネルギーに

変換

「省エネ６則」 ⇒ 省エネの着眼点

(1)省エネ(工場日常改善)：省エネ６則に基づく改善
26

「省エネ６則」 の着眼点で、エネルギーのロスを見つけましょう。

PDCA全体イメージに戻る
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(2)省エネ(技術革新)の計画立案

②CN活動企画 アクションプラン作成

2050年基準年

生産増

Ｃ
Ｏ
2

排
出
量

2030年排出量

▲＊%

成り行き

省エネ(技術革新)

再エネ導入

電力部門の非化石化率UP

CO2０

省エネ(工場日常改善)

27

省エネ(技術革新)の活用を検討していきます。
次頁で産業用エネルギーの将来ビジョンである水素ほか活用技術を紹介します。

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



H2

水電解

ガス改質

地熱

太陽光 風力

SOFCPEFC

ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ

蓄電池

化石燃料由来電力
都市ガス

水素ﾊ゙ ﾅーー

FCFL

液水タンク

水素ST

国内外
CO2フリー
水素

水素発電

太陽光

下水処理

水力

ﾊﾞｲｵﾏｽ
廃棄物

ガス化

有機物
分解

生産工程

液水

アンモニア

メタネーション

CO2回収

ｱﾝﾓﾆｱﾀｰﾋﾞﾝ

改質

ｱﾝﾓﾆｱ用
ﾊ゙ ﾅーー

食品廃棄物

CH4

CO2

電気・排熱

(2)省エネ(技術革新) ：水素ほか活用技術の計画立案

28

「つかう」側での備えや自社への活用を検討します

PEFC（polymer electrolyte fuel cell）：固体高分子形燃料電池
SOFC（solid oxide fuel cell） ：固体酸化物形燃料電池

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



(3)再エネ導入計画立案

②CN活動企画 アクションプラン作成

2050年基準年

生産増

Ｃ
Ｏ
2

排
出
量

2030年排出量

▲＊%

成り行き

再エネ導入

電力部門の非化石化率UP

CO2０

省エネ(工場日常改善)

省エネ(技術革新)

再エネの導入は、カーボンニュートラル達成のために必須です。
次頁以降で再エネスキームや導入手順の考え方(例)を紹介します。
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20XX

(1)日常改善

(2)生技・開発

現状エネルギーと供給構成 CO2量換算 再生可能エネルギー構成

オフサイトPPA

CO2フリー電気

・証書

太陽光・オンサイトPPA自家発電

実際のエネルギー利用

他社発電

・購入

熱(ガス)

電気(非再エネ) 50%

20XX

③オフサイト、
送電オフセット

または④証書

自社専用

他社発電

(
3

)
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

CO2フリーガス
・水素

購入

電気(再エネ)

CN

③オフサイトまたは
④証書、オフセット

①オンサイト

②オフサイト

C
O

2
排

出
量

№ 検討内容 手段

1 量 必要量に対し確保できる量は ・オンサイト発電(自己投資、PPA）
・オフサイト発電(ﾌｨｼﾞｶﾙPPA、ﾊﾞｰﾁｬﾙPPA等)
・購入(再エネメニュー、電力証書購入等)

2 質 再エネ要件を満足するか(追加性等)

3 コスト 幾らコストが掛かるか

4 タイミング 導入のタイミングはいつか ・投資回収ガイドライン等

検討
範囲

(3)再エネ導入計画立案(イメージ)

検討内容

30PDCA全体イメージに戻る
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検討手順の考え方(例)
A.オンサイト発電（太陽光自己投資、ｵﾝｻｲﾄPPA） ⇒ エネルギーの内製
B.オフサイト発電（ﾌｨｼﾞｶﾙPPA、ﾊﾞｰﾁｬﾙPPAなど） ⇒ エネルギーの内製or外注
C.外部購入（電力会社の再エネ電力、再エネ証書など）⇒ エネルギーの外注

導入フロー(例)

(3)再エネスキームの導入フローチャート(例)

再エネ電力導入

客先から急ぎで再エネ
導入要求があるか？

再エネ証書

オンサイトでの

再エネ電力

目標CO2削減量に
到達したか？

オフサイトでの

再エネ電力

目標CO2削減量に
到達したか？

再エネ電力 目標CO2削減量に
到達したか？

再エネ証書

終了

終了

終了YES

NO

NO

YES

NO

YES

NO

YES

会社事情※により導入フローは変わりますが、手段や手順を検討し
再エネ確保の対応を戦略的に進めることが重要です。
※客先要求、コスト、企業価値向上など
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これらの手法を組み合わせることも可能です
環境省「再エネ１００％電力調達」の申請方法がわからない方へ個人向け申請の手引き（抜粋）

32

(3)再エネ：調達方法の種類
PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

＊2023年6月時点のリンクに
なります最新情報をご確認ください

https://www.env.go.jp/content/900405037.pdf


Jクレジット制度 グリーン電力証書 FIT 非化石証書 再エネ電力

概要
CO2削減量を政府
が認証するクレジット

環境価値を国が認証
し、活用できるように
する証書

化石燃料を使用して
いないことを示す証書

再生エネルギー
100％の電力を
実際に購入

購入対象物 環境価値 環境価値 環境価値 再エネ電力

転売 〇 × × ×（在庫不可）

コスト
（2021時点）

価格は変動します

〇～△
1－1.5円程度

/kWh

△
4円程度
/kWh

〇
0.3円程度

/kWh

△
＋1～4円

/kWh

入手しやすさ
（2021時点賦存量） 〇～△ △ 〇 〇

契約・取引のしやすさ △
相対取引・入札

△
相対取引

△
相対取引・入札

〇
電力契約のみ

排出無効化の手続き 必要 必要 必要 不要

（３）再エネ：証書購入、再エネ電力メニュー

売買方法
https://japancredit.g
o.jp/data/pdf/credit_
001.pdf

売り出しクレジット一覧
https://japancredit.g
o.jp/sale/

クレジット管理用口座
https://japancredit.g
o.jp/application/acco
unt/

グリーン証書調達方法
https://www.env.go.j
p/content/900405037
.pdf

再エネ電力証書の購入ができ
る事業者（環境省掲載分）
http://www.env.go.jp
/air/100.html

グリーン電力証書の購入例
日本自然エネルギー(株)ホー
ムページ
https://green.natural-
e.co.jp/ev

非化石証書とは？
京都府民環境部エネルギー
政策課HP
https://www.pref.kyo
to.jp/energy/news/pr
ess/2022/04/hikaseki
.html
非化石証書調達方法
環境省HP
https://www.enecho.
meti.go.jp/category/e
lectricity_and_gas/ele
ctric/nonfossil/2019-
4racking/20200401_
manual.pdf

再エネメニューとは？
https://www.renewab
lei.org/pdfdownload/a
ctivities/RE_Procurem
ent_Guidebook_JP_20
21.pdf
再エネ電気調達方法
環境省HP
https://www.env.go.j
p/content/900399529
.pdf
小売り業者 紹介事例
https://www.chuden.c
o.jp/publicity/press/_
_icsFiles/afieldfile/20
20/02/14/0529.pdf

詳細情報の
HPリンク
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№ 項目 購入の流れ 価格 メリット・デメリット

1
電力会社（小売）
再エネメニュー

・0.3円※＋手数料

・他の商材との組合せ
（価格・量）
・購入手続き簡素
・電力量に合わせた購入

2
商社等仲介事業者
からの購入

・0.3円※＋手数料

・他の商材との組合せ
（安定調達）
・購入手続き簡素
・社内のしくみ整備

3 自社で直接購入
0.3円※
＋JEPX年会費
(12万円/年)

・最安価の可能性
・他の調達方法に対する
牽制

・購入手続き増
・社内のしくみ整備

再エネ価値
取引市場

小売事業者
(JEPX会員)

需要家
(非会員)

JEPX

証書
電力

証書

再エネ価値
取引市場 仲介事業者

(JEPX会員)

需要家
(非会員)

JEPX

小売事業者

証書

電力

証書

再エネ価値
取引市場

需要家
(JEPX
会員)

JEPX

小売事業者
電力

証書

※ 入札最低価格

(3)再エネ：FIT非化石証書を例にした証書調達方法
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CO2削減投資 < ICP
CN投資妥当性ありと判断

CO2削減投資 < ICP
優先順位は後ろへ

省エネルギーアイテム

ＩＣＰ

電力単価の変動に
よりICPの値も連動

C
O

2
削

減
投

資
(円

/t
-C

O
2
)

全ての省エネアイテムをプロットし
優先順位を明確にして効果の
高いアイテムから実施

電力単価動向
【省エネ改善アイテムのICP評価テーブル】【評価テーブル】

1t-CO2低減するための
投資の妥当性を決めましょう

(4) ICP (Internal carbon pricing) を活用したｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ投資の評価・判断方法

②CN活動企画 アクションプラン作成

(参考)インターナルカーボンプライシング活用ガイドライン：https://www.env.go.jp/press/ICP_guide_rev.pdf

【ICP導入の狙い】
・CO2排出量に価格をつけ、省エネアイテムの優先順位付けや、設備投資の
意思決定の指針として活用します。

・社会情勢(電力単価高騰等)に応じた投資ﾀｲﾐﾝｸﾞの最適化を図る事ができます。

35PDCA全体イメージに戻る
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中期経費計画

中期設備投資計画

CO2排出量/改善量集計

CO2排出量と設備投資、経費を
データベースにまとめ一元管理

再生可能エネルギーに関する
アクションプラン
(いつのタイミングで

どういうアイテムを実施するか)

省エネルギーに関する
アクションプラン
(いつのタイミングで

どういうアイテムを実施するか)

(5)アクションプラン作成(イメージ)

②CN活動企画 アクションプラン作成
36PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



2022/06/08 【CN関係】目標・アクションプラン作成のお願い
https://www.japia.or.jp/topics_detail41/id=CNmokuhyou
2022/11/22 【CN関係】目標・アクションプラン中間進捗報告のお願い
https://www.japia.or.jp/CNmokuhyochuukan/

②CN活動企画 アクションプラン作成
37PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る
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省エネ活動を迅速に進めるため
人材を育成して、仲間を増やし
全員参加で進めていきましょう！

Do（省エネを実行）

③人材育成 省エネ教育
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https://www.shindan-net.jp/service/shindan-send/

無料講師派遣

③人材育成

CN関連セミナー情報 | 一般社団法人日本自動車部品工業会 (japia.or.jp)

JAPIAホームページ

セミナー情報は随時更新しております 無料で講師派遣してもらえるサイト
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CO2排出量の計算方法を理解して
電気・ガス等のエネルギー

の見える化を進めていきましょう

Do（省エネを実行）

④エネルギー見える化 エネルギー計量体制実践
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④エネルギー見える化 エネルギー計量体制実践
https://www.japia.or.jp/topics_detail49/id=2720掲載場所：JAPIA HP

説明動画もあります

CO2集計のエクセルツール算出ガイドライン

https://japia1-my.sharepoint.com/:v:/g/personal/kato-takumitsu_japia_or_jp/Ea-
rsLrJhm9EjEp42Pmg2eQBCkCoOVrgFU7RiNWZrI6XIg?e=Q2CClP
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A会社 A工場

電力
〇kWh

都市ガス
〇kWh

X会社 Z会社
受
入 加工ライン

Y会社 付帯設備
水・エア・蒸気

非製造
照明・空調、事務所ほか

電力
〇kWh

ガス
〇Nm3

輸送

⑤非製造

輸送

①構内運搬

②製造 ③ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
④廃棄物

ﾘｻｲｸﾙ

大きく５つに分類 ①構内運搬 ②製造 ③メンテナンス ④廃棄物 ⑤非製造

（例）は ②製造を対象z

(2) CO2排出量把握方法（例）

【工場の排出管理の分類】

42PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



対象製品の
エネルギーを把握できるか

製造エネルギー使用量の算出方法フロー

算出パターン③
個当たり実測値算出方法

(P.46)

はい

いいえ

建屋/棟別で
エネルギーを把握できるか

算出パターン①
生産量での按分算出方法

(P.44)

いいえ

算出パターン②
設備の定格容量での按分算出方法

(P.45)

はい

製造時のCO2算出に伴い、対象品目における

『個当たりエネルギー使用量』を算出 ⇒ 下記判定フローに基づき算出

◇CO2排出量把握方法（例）
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B工場（品目:X品）

事務所
A工場（品目:X品以外）

生産個数：○○個/年

生産個数：○○個/年

総エネルギー使用量を生産個数で按分
(製品の重み付けは定格容量､個数､重量､
売上高比率など)

算出パターン①：「生産量」での按分算出方法

エネルギー使用量が、事業所全体（請求書レベル）で把握の場合

事業所全体 (エネルギー把握範囲)

駐車場

○事業所 エネルギー使用量 = a

○X品の生産個数 = b

○X品以外の生産個数 = c

○重みづけ(次頁算出ﾊﾟﾀｰﾝ②の比率) = d:d’ 

a×(b×d)/(b×d+c×d’)=e(X品ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量)

＜算出方法＞

e / b = 個当たりエネルギー量

ex. 事業所ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量=10,000 kWh、X品生産個数=2,000個、X品以外生産個数=8,000個

重みづけ= X品 ：X品以外＝ １：４(次頁算出ﾊﾟﾀｰﾝ②の比率) 

10,000kWh×(2,000個×１)／(2,000個×１)＋(8,000個×４) ≒ 588 kWh
588kWh／2,000個 ≒ 0.29 kWh/個

◇CO2排出量把握方法（例）
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算出パターン②：設備の「定格容量」での按分算出方法

工場/棟内イメージ

A
ライン

(Ｘ品)

B
ライン

C
ライン

◇工場/棟内 エネルギー使用量 = a

a×(Aライン比率)=b(Aﾗｲﾝｴﾈﾙｷﾞｰ使用量)

＜算出方法＞

ex. a=50,000kWh, Ａライン比率=1/5
Aラインでの生産個数=10,000個の場合

50,000kWh × 1/5 =10,000 kWh
10,000kWh / 10,000個 =１kWh/個

b/(Aﾗｲﾝ生産個数※)=個当たりエネルギー量

a.定格容量合計
(kW)

b.稼働時間
(h/日)

a×b.消費電力量
(kWh)

100 50 300

8 16 8

800 800 2,400

c.工場/棟内
比率 1 1 3: :

＜定格電力での按分方法＞

工場/棟内のＡライン比率 = 1/(1+1+3)=1/5

※専用、混流は問わず対象個数で按分

◇CO2排出量把握方法（例）
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◆計測メーターのある各加工ラインを1単位とし、

エネルギー使用量を実測、生産個数(個)で按分

＜算出プロセス＞※使用エネルギーは電力、ガス

【生産工程】
Ⓐ加熱工程

220Nm3/直 ÷ 生産数 600個/直 ＝ 0.37 Nm3/個
Ⓑ成形工程

2,600kWh/直 ÷ 生産数 600個/直 ＝ 4.33 kWh/個
Ⓒトリミング工程

1,000kWh/直 ÷ 生産数 600個/直 ＝ 1.67 kWh/個

算出パターン③：「生産個数」により個あたりエネルギー使用量を算出する例

【付帯工程】 ※直課困難なエネルギーがある場合、工場単位で配賦
付帯工程エネルギー/工場全体エネルギー＝3％を、各使用量に乗じて算出
Ⓐ都市ガス使用量 0.01 Nm3/個（0.37Nm3×3％）

ⒷⒸ電気使用量 0.18 kWh/個 （6.0kWh×3％)

6.0

◇CO2排出量把握方法（例）
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エネルギーの見える化を細分化する
ことにより、省エネの攻めどころが、

詳細にわかるようにして
レベルアップいきましょう

Do（省エネを実行）

⑤エネルギー細分化 （工程別、時間帯など）
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低

高

工程毎、設備毎
のCO2管理レベル

目標水準 低減方策 KPI(工場毎) KPI(工程毎) KPI(設備毎)

CO2排出量低減率
▲＊＊%／年

省エネ
(工場日常改善)

工場
kWh/生産量

モーター
kWh/生産量

生産工程
kWh/生産量

省エネ
(革新技術)

再エネ導入
導入(発電)量
kWh/生産量

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ(ｴｱｰ)
m3/生産量

ﾎﾞｲﾗｰ(蒸気)
ｔ/生産量

ヒーター
kWh/生産量

項目 事業場全体 工場毎 工程毎 設備毎

電力

毎月費用を
支出しており

見える

【STEP1】

工場(棟)
単位での
エネルギー
見える化

【STEP2】

工程
単位での
エネルギー
見える化

【STEP3】

設備
単位での
エネルギー
見える化

エアー

ガス

水

◇エネルギー見える化の現状把握(イメージ)

⑤エネルギー見える化 エネルギー計量体制実践

まずは、自社の見える化の状況を把握します。
順次、排出量の多い 「工場」⇒「工程」⇒「設備」とボトルネックを明確にします。
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・ ・ ・ ･ ・ ・ ・

[統括システム]

[工場別システム]

A工場 B工場

出来高、稼動情報
可動率、歩留り×

＜工程/設備別KPIﾃﾞｰﾀ集計・管理＞ ＜ｴﾈﾙｷﾞｰ別使用状況見える化＞

：電気 ：水 ：ガス：エアー

Aライン

ガス流量計

[電気]

冷
却
塔

受水槽

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

[水]

[エアー]

[ガス]

＜工程/設備単位＞

Bライン

エア流量計

電力量計

水流量計

・ ・ ・ ・

⑤エネルギー細分化（工程別、時間帯など）

工程別/設備別/エネルギー別に KPIを定量評価できる計量機器を整備し
排出量の多い製品&ネック工程を明確にしていきます。
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省エネ活動事例を集めて
自社の活動メンバーと相談して

省エネアイテムを増やして
いきましょう！

Do（省エネを実行）

⑥削減手段 支援１ 削減事例集
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省エネ５事例を使用した
アイテム抽出の考え方

（基礎編）

Do（省エネを実行）
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事例解説にあたって

あらためて会員会社の皆様からの声・お困りごとを確認

部工会では、
自社のCO2を算出できるツール や 取り組み事例 を HPに掲載しながら
困りごとや活動の支援をしているんだ。 次ページ以降で紹介するよ

・部工会にCO2データを提出してくれと言っても、
電力、LPG、都市ガス、灯油などのCO2係数とか良くわからん

・どういう計算の仕方で提出するのかわからない

・簡易算定ツールがあると良い

・もっと取り組みやすい事例が知りたい など

’22/12/8CNセミナー資料
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■ 省エネの着眼点：省エネ６原則

着眼点 実施例

ヤメル なぜこの設備が要るのか ・不要な設備の撤去：
使っていない蒸気配管の撤去
使っていない設備撤去（制御電源のムダ） など

ナオス 故障などで損をしていないか ・エアー漏れ、蒸気漏れの修理
・保温カバーの補修
・空調フィルターの清掃 など

トメル 設備が動いているだけで、
仕事しているのか

・非稼働時のヒータ、照明、空調機、モータなどの切電

サゲル なぜこれだけ要るのか ・圧力や温度の低減：
エアー圧力の低減、空調温度の低減、
冷却水圧力の低減、ヒータ温度の低減

ヒロウ 排熱など何とか使えないのか ・エネルギーの回収：
加熱ヒータなどの排熱回収、廃温水の回収

カエル もっとCO2排出量の少ない
エネルギーや機器へ変えれないか

・CO2排出量の少ないエネルギーへの切替え
・高効率機器・モータへの更新

「やればすぐに効果が出る 省エネ５事例 を徹底解説！」

上記６つの着眼点で設備を
みるとエネルギーロスが見つけやすいよ！

’22/12/8CNセミナー資料
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「やればすぐに効果が出る省エネ５事例を徹底解説！」

テーマ からくりを使った金型排出装置による省エネ化

６原則 ヤメル：この設備は必要か？ 動力を使わなくてもよいのでは？
「からくり」の活用、空転でのモータ稼働の自動停止など

事例の概要 エアーシリンダーで打ち抜き粕を排出していたものを、金型の自重で発生する圧縮
空気を活用して打ち抜き粕を排出

効果
CO2：1.1t-CO2/年削減、 費用低減：37千円/年削減、

エネルギー低減：2.5千kWh/年削減、 投資額 ：ー千円

他にも
・自重で下げる
・ばねを使う など
からくり改善の事例も多い

改善後

エアーシリンダーで受け皿を繰り返し
動かして打ち抜き粕を排出

エアーの無駄使い

エアー消費ゼロ

’22/12/8CNセミナー資料
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「やればすぐに効果が出る省エネ５事例を徹底解説！」

テーマ 冷却水配管の統合によるポンプ台数削減

６原則 トメル：動いているだけで、働いていないものはないか？
非稼働時停止、設備の統合で止めるなど

事例の概要 水の供給圧力などの条件を見直し、冷却水俳諧を統合することで、
ポンプの停止を図った

効果
CO2：51t-CO2/年削減、 費用低減：2,025千円/年削減、
エネルギー低減：135千kWh/年削減、 投資額 ：1,800千円

他にも
・圧縮エアーや蒸気でも
同様な考え方で
改善した事例もあるよ

・工程が様変わりして、圧力条件も
変わっていることも多いので、
一度調査するといいよ

’22/12/8CNセミナー資料
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「やればすぐに効果が出る省エネ５事例を徹底解説！」

テーマ 乾燥炉の断熱対策

６原則 ヒロウ：熱エネルギーを中心に捨てているエネルギーを回収し効率的に使う
断熱保温、熱交換機による排熱回収など

事例の概要 乾燥炉の送風部と壁面高温部へ、断熱ジャケットを取付けて放熱を抑制

効果
CO2：3.3 t-CO2/年削減、 費用低減：112千円/年削減
エネルギー低減：7.5千kWh/年削減、 投資額 ：325千円

改善前 改善後

断熱ジャケット
325千円

熱を発生させている電気・蒸気・
温水等あらゆる加熱設備には、
・断熱・遮熱塗料
・断熱シートなど有効！

サーモグラフィーで工場内を
眺めると、熱ロスがビジュアルで
わかるよ

’22/12/8CNセミナー資料
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「やればすぐに効果が出る省エネ５事例を徹底解説！」

テーマ コンプレッサー排熱の暖房利用

６原則 ヒロウ：熱エネルギーを中心に捨てているエネルギーを回収し効率的に使う
断熱保温、熱交換機による排熱回収など

事例の概要 試験機付帯コンプレッサーからの排熱を冬季の暖房に利用し、
冬季の空調機電力を大幅に低減

効果
CO2：23 t-CO2/年削減、 費用低減： 600千円/年削減
エネルギー低減：43千kWh/年削減、 投資額 ：ー 千円

エアコンプレッサ－からの排熱を暖房に活用する
事例は多くあり、検討すると良いよ

コンプレッサー

コンプレッサー

工場内にホースの耐久試験を行う部屋を設置した。
品質管理上、室温は20～30℃を維持する必要があり、
空調機を設置。
そこで試験機付帯コンプレッサーからの排熱を冬季の
暖房に利用したところ、冬季の空調機電力負荷を
大幅に低減し、試験環境を維持することに成功

’22/12/8CNセミナー資料
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「やればすぐに効果が出る省エネ５事例を徹底解説！」

テーマ エアー供給圧力の低減によるエアーコンプレッサ電力削減

６原則 サゲル：エアー、水、温度など生産条件を見直して、供給エネルギーを下げる
エアーコンプレッサー、冷却水、空調温度、ヒータ温度などを下げる

事例の概要 生産設備のエア条件を調査し、エアー配管をループ化することで、供給圧力の
均一化が図り、コンプレッサーの供給圧力を見直し、使用エネルギーを低減

効果
CO2：10t-CO2/年削減、 費用低減：360千円/年削減
エネルギー低減：24千kWh/年削減、 投資額 ：ー 千円

エアーや水等は、供給範囲が広く、
過剰供給していることが多い。
また、圧力が下がるとエア漏れ低減
にもつながるんだ。

エアーコンプレッサー

生産
設備

A B C D

生産
設備

E F

0.5MPa 0.5MPa 0.4MPa0.5MPa

0.55MPa

過剰 過剰 過剰 適正エア使用条件
0.4MPa

0.5MPa

過剰

0.5MPa

過剰

生産設備のエア使用条件は
0.4MPa
しかし、設備D以外は過剰で供
給している事が判明

エアーコンプレッサー

生産
設備

A B C D

生産
設備

E F

0.4MPa 0.4MPa 0.4MPa0.4MPa

0.45MPa

適正エア使用条件
0.4MPa

0.4Pa 0.4MPa

1.配管をループ化して生産設備への
エア圧力の均一化（0.48MPa）を図った

2.そのあと、エアーコンプレッサの供給圧力を
下げ（▲0.1MPa）省エネが図れた

適正 適正 適正

適正適正

改善前

改善後

’22/12/8CNセミナー資料
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省エネ事例について

１．省エネ事例集（保管場所）

２．検索方法

➀会員専用 ➁”省エネ事例”で
検索

③省エネ対策
事例集をクリック

④過去の省エネ事例の
ダウンロードが可能

■2021 省エネ対策事例集リスト【JAPIA】の
エクセル一覧から探したい事例を検索し
C列のテーマ名をクリックすると
事例が立ち上がる

ID、パスワードが分からない方は、
ホームページ右下のお問い合わせ
フォームからご連絡ください。

リスト内をエクセル機能で検索・抽出すると
目的の事例を早く見つけることができる

例）比較的対策費用のかからない事例を抽出する方法
（次ページ参照）

’22/12/8CNセミナー資料
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比較的対策費用
のかからない事例が

表示される

【参考】 省エネ事例集低コスト事例抽出手順
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活動の始めやすい削減アイテム
４０事例

Do（省エネを実行）
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区
分

設備/機器名称 アイテム№ アイテム名 区
分

設備/機器名称 アイテム№ アイテム名

①

Ｅ―

Ｊ
Ｉ
Ｔ

ﾎﾞｲﾗｰ

1 不要エリアの手元バルブ閉

②

設
備
の
高
効
率
化

ﾎﾞｲﾗｰ

22 大型(工場)ボイラーの撤廃

2 空気比率の調整 23 給水予熱器（エコノマイザー）による熱回収

3 蒸気トラップの定期点検、診断 24 ボイラー台数制御装置の設置

4 蒸気漏れ補修の徹底
空調

25 R22冷媒空調撤廃

5 配管、バルブの保温 26 建屋ガラスの高断熱・遮熱化

6 不要な配管の撤去 照明 27 LED灯への更新

空調

7 フ ィルターと熱交換フィンの定期清掃

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

28 インバーターエアーコンプレッサー設置

8 不要時OFFの徹底 29 エアータンク設置

9 エアコンのタイマー（外部信号）による自動停止 30 コンプレッサー台数制御装置

10 温度設定の順守 31 メイン配管のループ化

照明

11 採光利用（天窓) 32 エアーシリンダーから電動シリンダー化

12 不要な照明の撤去 33 エアーブローのブロアー化(電動化)

13 2重照明の天井照明消灯 34 エアーブローガンの高効率化

14 不要時の消灯

ﾌｧﾝ・
ﾎﾟﾝﾌﾟ

35 ファン・ポンプの温度による自動運転

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

15 不要エリアの手元バルブ閉 36 ポンプのインバーター化による水量調節(CT, 水供給 etc.)

16 エアー漏れ補修の徹底 37 ファンのインバーター化による送風量調整(換気, CT etc.)

17 フィルターの定期的清掃実施 38 高効率電動機の使用(IE3以上)

ﾌｧﾝ・
ﾎﾟﾝﾌﾟ

18 ストレーナーの定期的清掃
その他

39 熱源設備の断熱・保温

19 ポンプ＆ファンと生産設備の連動 40 変圧器:トップランナー方式・高効率タイプへの更新

その他
20 非稼動時電力OFFの徹底

21 省エネルギー停電の実施

省エネアイテム４０事例の紹介

削減手段 支援１ 削減事例集

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク

リンク
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改善内容

未使用時、不要エリアへ蒸気が供給される ・未使用時、不要エリアへの蒸気供給を停止する

→配管表面からの放熱ロスや供給ロス ・分岐配管にバルブを設置し、不要時は、バルブ閉

　 (蒸気圧低下)が発生 　　 　

　 

不要エリアへの供給有無をサーモグラフィや直接

配管に触れることで供給されているかを確認

[蒸気配管系統 イメージ]

試算条件 不要配管距離200m､配管径50A､配管表面温度80℃､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力換算 kWh/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

72,252 0 72,252

1,590 0 1,590

33 0 33

区分 ボイラー № 1 不要エリアの手元バルブ閉

概

要

改善後改善前

ﾎﾞｲﾗｰ

室

ﾎﾞｲﾗｰ

室

不要エリア

不要

エリア

不要エリア

不要

エリア

1次側← →2次側

<バルブ前後の配管表面温度>
<供給側・使用側バルブ>

使用エリア バルブ

設置

供給側 使用側
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改善内容

ボイラー設置時に空気比を高く設定した後、 空気比を見直し適正な値に調整(低下)することで

長期間運用している(未調整) 加熱する空気量が減少する

→消費燃料大 →消費燃料小

　 

・ 空気比計算方法(簡易)

排ガス中酸素濃度 O2% 空気比と排ガス損失

空気比　m 割合グラフ

試算条件 ボイラー燃料消費量50m3/h､空気比1.4⇒1.2､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

LNG使用量 m3/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果 5.6

区分 ボイラー № 2 空気比率の調整

改善前 改善後

概

要

m =
(21-O2)

21

195,200 192,662 2,538

19,520 19,266 254

429.4 423.9

小型貫流ボイラー

酸素濃度

7%

排ガス

酸素濃度

4.8%

排ガス

空気

燃料

給水

小型貫流ボイラー

空気

燃料

給水
出典：(財)省エネルギーセンター

空気比と排ガス損失割合グラフ
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改善内容

トラップは、点検されていない場合、 定期的に点検を実施(年1回目安)し、

故障により蒸気が漏れている 故障箇所は、早期に修繕・交換する

→燃料使用量大 →燃料消費量小

　 

・ 蒸気供給フロー トラップ点検表などを活用して定期的に蒸気トラップを

→蒸気トラップから蒸気漏れが発生 全数点検(年1回程度)、不具合箇所は修繕または交換

　 診断しておらず蒸気漏れがそのまま

故障による蒸気ロス量=3.914 kg/h・箇所 程度

試算条件 総配管距離500m､蒸気ﾄﾗｯﾌﾟ数10箇所、故障によるﾛｽ量0.16m3/h･個､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

LNG使用量 m3/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

6,240 0 6,240

624 0 624

14 0 14

区分 ボイラー № 3 蒸気トラップの定期点検、診断

改善前 改善後

概

要

状態トラップNo箇所

点検日：2013年8月5日

対応
-
-
観察
交換
-
-
観察

異常なし
異常なし
漏れあり

期限

9月3日

異常なし
異常なし
漏れあり
故障

主管
主管
主管

B-01
B-02
B-03
S-01
S-02
S-03
S-04

ボイラー室
ボイラー室
ボイラー室

主管

トラップ点検表

点検者：豊田紡織

蒸気漏れ
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1. 改善内容

配管の老朽化等により蒸気漏れが発生 定期的に点検を実施(年1回目安)し、

→燃料使用量大 故障箇所は、早期に修繕・交換する

→燃料消費量小

蒸気漏れ点検表などを活用して定期的に蒸気配管や

配管の老朽化 ⇒ 配管の継手部・フランジ・ 蒸気使用設備との接続部などを点検(年1回程度)

バルブ前後、蒸気使用設備との接続部等から ⇒不具合箇所は修繕または交換

蒸気漏れが発生

漏れ箇所による蒸気ロス量=7.97 kg/h・箇所 程度

試算条件 漏れ箇所ロス量0.45m3/h･個､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

LNG使用量 m3/h･個 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

176

4 0 4

概

要

区分 ボイラー № 4 蒸気漏れ補修の徹底

改善前 改善後

1,757 0 1,757

176 0

状態トラップNo箇所

点検日：2013年8月5日

対応
-
-
観察
交換
-
-
観察

異常なし
異常なし
漏れあり

期限

9月3日

異常なし
異常なし
漏れあり
故障

主管
主管
主管

B-01
B-02
B-03
S-01
S-02
S-03
S-04

ボイラー室
ボイラー室
ボイラー室

主管

トラップ点検表

点検者：豊田紡織

蒸気漏れ点検表
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1. 改善内容

蒸気配管・バルブ類に保温が未施工 蒸気配管・バルブ類に保温を施工

放熱ロス発生→燃料消費量大 放熱ロス減少→燃料消費量小

　 

・ 従来の蒸気配管 ・ 蒸気配管の保温施工

試算条件 対象配管距離100m､配管径50A､配管表面温度80℃⇒40℃､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力換算 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果2 5

区分 ボイラー № 5 配管、バルブの保温

改善前 改善後

14,869 3,983 10,886

327 88 239

7

概

要

出典：(財)省エネルギーセンター「別冊省エネルギー」データシート
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改善内容

不要エリアへ蒸気が供給される ・不要エリアへの蒸気供給配管を廃止・撤去

→配管表面からの放熱ロスや供給ロス ・不要エリアへの分岐配管にバルブを設置し、閉塞

　 (蒸気圧低下)が発生 →放熱ロス低減により消費電力小

　 

[蒸気配管系統 イメージ]

試算条件 不要配管距離300m､配管径50A､配管表面温度80℃､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力換算 kWh/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

概

要

ﾎﾞｲﾗｰ

室

ﾎﾞｲﾗｰ

室

区分 ボイラー № 6 不要な配管の撤去

改善前 改善後

108,378 0 108,378

2,384 0 2,384

50 0 50

不要エリア 不要エリア

1次側← →2次側

<バルブ前後の配管表面温度>

使用エリア

配管撤去
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1. 改善内容

・室外機の熱交換フィンに汚れが目立つ ・定期的に室外機の熱交換フィンを洗浄

⇒熱交換効率低下 ⇒熱交換効率の正常化によりロス低減

・室内機のフィルター目詰まり ・定期的に室内機のフィルター清掃実施

⇒ファン動力のロス ⇒ファン動力低減によるロス低減

・定期的に室外機の熱交換フィンを洗浄

⇒▲5％

汚れによる熱交換率低下・目詰まりによるロス

→過度のエネルギーの消費

試算条件 定格消費電力300kW､平均負荷率60%､能力低下5%､年間稼動120日､稼動時間16h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

17,280

380

概

要

区分 空調 № 7 フィルターと熱交換フィンの定期清掃

改善前 改善後

362,880

7,983

167 159 8

345,600

7,603

・冷却塔についても充填材の洗浄により熱交換率が

正常化し、省エネ効果有

あわせて送風機の清掃で省エネ効果有。
室外機の裏側の空気吸い込みフィンの汚れ

室内機吹出口のフィルターの目詰まり
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1. 改善内容

・人がいないエリアや時間帯に空調設備が運転 ・不要時・不要エリアは、こまめな空調OFFを徹底

 ⇒不要な空調設備の運転によるロス ⇒ムダな運転抑制によりロス低減

　 

[全体空調の場合] [全体空調の場合]

 空調対象エリア内での作業がない時間帯は、  空調対象エリア全体で人がいない または 作業

 不要な運転によりロス発生  をしていなければ、空調機本体を停止

 

[スポット空調の場合] [スポット空調の場合]

 ・不要時、空調を運転することによるロス発生  ・空調機エリア全体で不要であれば、空調機本体

 ・人がいないエリアの吹出口(フレキシブルダクト)が    を停止

   開放している状態　⇒　不要な送風(ムダ)  ・不要時、吹出口(フレキシブルダクト)の開口部を

   閉めることで送風量を抑制する。

  (インバーター制御機に限る)

試算条件 定格消費電力50kW､平均負荷率60%､運転時間16h⇒15h/日､稼動日数244日/年

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

161

53.9 50.5 3.4

概

要

区分 空調 № 8 不要時OFFの徹底

改善前 改善後

117,120 109,800 7,320

2,577 2,416
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1. 改善内容

従来のエアコンは、手動運転 タイマー、中央監視等の外部信号によりエアコン停止

→過剰な運転あり →過剰な運転を防止

　 

・空調手動制御 ・空調自動制御

・空調手動制御フロー ・空調自動制御フロー

試算条件 定格消費電力50kW､平均負荷率60%､運転時間16h⇒15h/日､稼動日数244日/年

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

161

54 51 3

概

要

区分 空調 № 9 エアコンのタイマー（外部信号）による自動停止

改善前 改善後

117,120 109,800 7,320

2,577 2,416
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1. 改善内容

空調設備の設定温度を過剰な状態で運転 エリアで定められた温度で運転

⇒消費電力大 ⇒消費電力小

　 

エリアで決められた設定温度を順守することで過剰運転

防止⇒1℃抑制した場合は、約10％の削減

試算条件 定格消費電力50kW､平均負荷率60%､1℃抑制､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

概

要

区分 空調 № 10 温度設定の順守

改善前 改善後

117,120 105,408 11,712

2,577 2,319 258

54 48 5

冷房の設定温度を27℃から28℃に

変更すると消費電力は、約10%低減できます

[管理基準] 夏：28℃ 冬：20℃に対し、

設定温度は、23℃と過剰な状態で運転
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改善内容

天井(天窓)からの採光の有無に関わらず、照明点灯 昼間は、天井(天窓)の採光を利用し、照明消灯

→消費電量高 →消費電力低

　 

天窓付近の照明は、照度を確認しながら

昼間に照明を消灯する。

試算条件 照明定格電力400W/灯､灯数15灯､点灯時間10h⇒6h/日､稼動日数244日/年

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

改善前 改善後

概

要

14,640 8,784 5,856

322 193 129

7 4 3

区分 照明 № 11 採光利用（天窓) 
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改善内容

以前検査工程で､検査に必要な明るさであったが、 過剰と思われるエリアを調査し、過剰エリアの照明を

現在は倉庫として利用され、照度が過剰 間引く（ランプ抜き）

→消費電力高 →照度の適正化(消費電力小)

　 

試算条件 照明定格電力64W/灯､灯数100灯､点灯時間10h/日､照明低減率▲40%､稼動日数244日/年

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

改善前 改善後

概

要

15,616 9,370 6,246

344 206 137

7 4 3

区分 照明 № 12 不要な照明の撤去

倉 庫

ランプ抜き ランプ抜き

検査ﾗｲﾝ(精密作業)
倉 庫

以 前 現 在

こんなに必要？

出典：JIS Z9110照明基準総則

領域，作業，又は活動の種類 照度（lx）

精密機械，電子部品の製造，印刷工場での極めて細かい視作業 1,500

繊維工場での選別，検査，印刷工場での植字，校正，
化学工場での分析などの細かい視作業

750

一般の製造工場などでの普通の視作業 500

粗な視作業で限定された作業 200

ごく粗な視作業で限定された作業 100

倉庫内の事務 300

荷積み，荷降ろし，荷の移動など 150

照明基準
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改善内容

同じ作業エリアを工程照明と天井照明の 適正な照度であることを確認し、

2つの照明で照らしている 天井照明を消灯、もしくはランプの撤去

→消費電力高 →消費電力低

　 

試算条件 照明定格電力400W/灯､灯数20灯､点灯時間10h/日､照明低減率▲40%､稼動日数244日/年

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

改善前 改善後

概

要

19,520 11,712 7,808

429 258 172

9 5 4

区分 照明 № 13 2重照明の天井照明消灯

出典：JIS Z9110照明基準総則

領域，作業，又は活動の種類 照度（lx）

精密機械，電子部品の製造，印刷工場での極めて細かい視作業 1,500

繊維工場での選別，検査，印刷工場での植字，校正，
化学工場での分析などの細かい視作業

750

一般の製造工場などでの普通の視作業 500

粗な視作業で限定された作業 200

ごく粗な視作業で限定された作業 100

倉庫内の事務 300

荷積み，荷降ろし，荷の移動など 150

照明基準
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改善内容

従業員不在時など使用していないエリアでの照明点灯 使用していないエリアの消灯

→不必要な電力の消費 →適正な電力消費による省エネ

　 

使用していないエリアでの照明点灯 朝９時～夜８時の間のこまめな消灯を実施

→不必要な電力の消費 →省エネ効果： 低減電力　　 約1.0kW

低減電力量　約234kWh

試算条件 照明定格電力64W/灯×300灯､28W/灯×500灯､点灯時間10h⇒8h/日､稼動日数244日/年

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果 3

81,008 74,527

37 34

6,481

1,782 1,640 143

区分 照明 № 14 不要時の消灯

改善前 改善後

概

要

照明スイッチごとに管理責任者を決め、

下記図に書かれた基準を守ることによって、

こまめな消灯を実施する。

〈照明管理基準〉

・点灯期間：原則 定時内

・消灯：人がいないエリア
 　　　　昼休み及び帰社時　　　 

 　　　　・業務が昼休みにかかる場合、業務を行う者が

 　　　　　必要部分のみ点灯し、業務終了後に消灯

 　　　　・帰社時、人がいないエリアの照明を消灯

 　　　　・最終退出者はすべての照明を消灯

正：

副：

管理責任者
　　　　　部　　　　 室
　
　　　    部  　  　 室

プルスイッチを取り付け、スイッチ単位に

担当者の名前をつける。
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改善内容

不要時 又は 不要エリアへエアーが供給される ・不要(非稼動)時は、バルブを閉める

→エアー漏れによる圧力降下などの ・分岐配管にバルブを設置し、不要時は、バルブ閉

　 供給ロスが発生

　 

[エアー配管系統 イメージ]

試算条件 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ電力200kW､平均負荷率70％､漏れ率20％､カット時間4h/日､稼動日数244日/年

kWh/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果13 0 13

漏れ量(電力換算) 0 27,328

601 0 601

概

要

コンプ

レッサー

室

コンプ

レッサー

室

27,328

改善前 改善後

区分 コンプレッサー № 15 不要エリアの手元バルブ閉

不要エリア

不要

エリア

不要エリア

不要

エリア
使用エリア

工場メインバルブ工程内バルブ
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改善内容

エアー漏れの発生 空気漏れの修理

→漏洩空気分多くの電力消費 →漏洩空気分の電力を省エネ

エアー漏れが発生 エア漏れMAP・点検表などを活用して定期的に工場内を

→生産に必要な圧縮空気のほかに無駄な漏洩空気分が 調査(月1回程度)、不具合箇所は修繕または交換

　 加算されるためより多くの電力が消費される

 [エア漏れMAP]

空気漏れが発生しやすい箇所として、カプラー、接続部  [エア漏れ点検表]

(フィルター、ホース等)等が上げられる。

接続部(フィルター、ホース等)

試算条件 圧力0.7MPa、孔径1㎜漏れ&数量:68L/min×10ヶ⇒5kW圧縮機相当､16h/日､稼動日244日/年

kWh/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

改善前 改善後

概

要

年間漏れ電力 24,400 0 24,400

537 0 537

11 0 11

区分 コンプレッサー № 16 エアー漏れ補修の徹底

○○工場　ｴｱｰ漏れ調査結果 （ 1/1 ）

調査場所 ：○○工場 実施日 ：　　年　　月　　日

漏れ量

[ m3/h ] 全景 拡大

○○工程 増圧弁 0.5

↑
ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ下部

（ｴｱｰ抜き）
0.5

↑
切替ﾊﾞﾙﾌﾞ
ｴｱｰﾁｭｰﾌﾞ

継ぎ手
0.4

↑ ↑ 0.3

↑
設備内

ｴｱｰﾁｭｰﾌﾞ
（全体）

0.4

○○置場
ｴｱｰﾁｭｰﾌﾞ

継ぎ手
（ｶﾌﾟﾗ）

0.4

No. 工程/設備 部位
写真

81

82

83

84

85

86

MAP, 工程/設備, 部位, 漏れ量(m3/h), 写真で漏れ情報を記載
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改善内容

吸気フィルターの汚れ 吸気フィルターの清掃

→圧縮効率の低下 →圧縮効率の正常化に伴う省エネ効果有

吸気フィルターの汚れた状態にある 適時、吸気フィルターを清掃

→汚れにより、吸気フィルターの差圧が拡大、 →省エネ効果： 低減電力　　 約0.8kW

圧縮効率が低下、消費電力が上昇 低減電力量　約4,000kWh

試算条件 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ電力200kW､平均負荷率70％､圧力損失量4kPa⇒2kPa､16h/日､稼動日数244日/年

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

区分 コンプレッサー № 17 エアフィルターの定期的清掃実施

改善前 改善後

概

要

341,600 336,818 4,782

7,515 7,410 105

157 155 2

吸気差圧を4kPaから2kPaにできると
消費電力が約1.25％削減
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改善内容

*1 ストレーナーサイズ、流体水質等により効果は、

　　上下するため、あくまで参考値とする。

[清掃頻度について]

 清掃頻度は、1回/週を目安に清掃することを

 推奨しますが、ストレーナーサイズ、流体水質等に

 より毎日 又は 1回/月に頻度を変更して下さい。

試算条件 ﾎﾟﾝﾌﾟ定格電力25kW､負荷率70％､ｽﾄﾚｰﾅｰ前後差圧0.04⇒0.02Mpa､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

区分 ファン・ポンプ № 18 ストレーナーの定期的清掃

改善前 改善後

概

要

配管のストレーナーの目詰まりによる圧力損失発生

⇒ ポンプ電力ロス発生

ストレーナーの清掃を定期的に実施し、圧力損失を低減

ロス電力量

0.8 0.4 0.4

1,913 956 957

42 21 21

Y型ストレーナー

日常点検で清掃を行うことで平均圧損を

約0.02Mpa*1低減する事が期待できる

フィルター

ストレーナー：配管内の異物やゴミをフィルター

で取り除き、排除する役目

ポンプの消費電力量を約1.4%改善
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改善内容

試算条件 定格電力7.5kW､負荷率70％､運転時間16h⇒15h/日､稼動日数244日/年

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

19,215 1,281

451 423 28

9 8 1

区分 ファン・ポンプ № 19 ポンプ＆ファンと生産設備の連動

改善前 改善後

概

要

生産設備の付帯設備が、生産設備本体が停止してい

ても、消し忘れなどで運転している。

付帯設備の運転を生産設備本体の運転と連動させること

で、切り忘れなどの不要な運転をなくす

20,496

生産設備
冷却水

冷却塔

手動で運転

ｽｲｯﾁ

冷却水

ﾎﾟﾝﾌﾟ

排気

ﾌｧﾝ

生産設備
冷却水

冷却塔

冷却水

ﾎﾟﾝﾌﾟ

排気

ﾌｧﾝ

連動して運転

排気ファンや冷却水ポンプなどの付帯設備は手動
運転の為、不要な時、切り忘れがある

付帯設備の運転を生産設備からの運転信号と
連動させる

ON,OFF信号
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改善内容

主な実施事項

・ブレーカーで停止できる設備の調査

・停止できる設備の運用方法の決定

・表示による停止できる設備の見える化

試算条件 非稼働時電力量50kWh､ロス時間10h/日､日数244日/年

電力使用量 kWh/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

区分 その他 № 20 非稼動時電力OFFの徹底

56

改善前 改善後

概

要

生産数が0のとき(＝非稼動時)も待機電力などを

消費している設備がある

非稼働の設備は、ブレーカーなどで、電源を停止し、

待機電力のロスを低減する

0 56

122,000 0 122,000

2,684 0 2,684

No,43

平日、休日にブレーカーOFF 理由：設備データ保護の為

工程・設置場所：○○工程 工程・設置場所：○○工程　

設備名：○○機 設備名：○○機

管 前 正 ○○職長 管 前 正 ○○職長

理 直 副 ○○班長 理 直 副 ○○班長

者 後 正 ○○職長 者 後 正 ○○職長

名 直 副 ○○班長 名 直 副 ○○班長

No,131 終業時　停電設備 常時運転設備

<生産活動における消費電力>

休憩中や直間など生産数が0の時(非稼動時)も電力

(固定電力)を消費している設備がある

⇒ムダな電力

<停止できる設備の表示例>

<効果例>
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改善内容

試算条件 固定電力消費電力量300kWh､停電時間12h/日､停電日数12日/年

電力使用量 kWh/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前(ﾛｽ分) 改善後 効果

区分 その他 № 21 省エネルギー停電の実施

改善前 改善後

概

要

・生産していない休日でも、少ない出勤者や工事等で

空調機や照明等の原動力設備の運転によるロスがある

・停止できない設備があり、停電できない

①省エネ停電日を設定し、休日の作業や出勤の集約

②電源系統を変更し、停止不可設備の電源を専用化

⇒停電実施により、待機電力を低減

43,200 0 43,200

950 0 950

20 0 20

変 台

食堂
冷蔵庫

加工
工程

事務所攪拌
設備

停止できない設備があるた
め停電できない

変 台

食堂
冷蔵庫

加工
工程

事務所攪拌
設備

他変台、
保安電力等

より受電

停電

停止できない設備
を専用回路とする

（切り離す）

・省エネ停電カレンダーの展開

・電源系統の変更による停電実施・保安設備や停止できない生産設備がある為、

停電できない
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改善内容

試算条件 既設ﾎﾞｲﾗｰLNG消費量100m3/h､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

LNG使用量 m3/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

区分 ボイラー № 22 大型(工場)ボイラーの撤廃

改善前 改善後

概

要

工場の大型ボイラーは、蒸気使用設備へ供給するまで

の配管での放熱などのロスにより、投入エネルギーの約半

分はロス(損失)している

工場ﾎﾞｲﾗｰを廃止し、水の加温はヒートポンプ、蒸気は小

型電気ボイラーなどをライン測に設置することで、工場ボイ

ラーを停止しロスを低減する

390,400 234,240 156,160

39,040 23,424 15,616

859 515 344

ヒートポンプ 小型電気ボイラー

工場ボイラーは配管長が長く、配管からの放熱ロ大きい

傾向があり、ブロー水(設備内の不純物の除去など)も

多くロスにが多い

乾燥炉など部品の洗浄水の加温など

必要なエリアに小型の設備を設置することにより、配管ロ

スが少ない、ヒートポンプは間接的に加温するため、ブ

ローのロスがない
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改善内容

ボイラー給水を直接給水 エコノマイザーにより排ガスの廃熱を回収し、

→ 給水温度は低い ボイラー給水を予熱

→ 燃料使用量大 → 燃料使用量低減

・ボイラー給水フロー ・ボイラー給水フロー

（エコノマイザーなし） （エコノマイザー設置）

試算条件 給水ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ25⇒60kcal/kg､LNG使用量149⇒140m3/h､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

LNG使用量 m3/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

区分 ボイラー № 23 給水予熱器（エコノマイザー）による熱回収

改善前 改善後

概

要

1,280 1,202 77

581,690 546,560 35,130

58,169 54,656 3,513

軟水

ﾀﾝｸ

ﾎﾞｲﾗｰ

給水

ﾎﾟﾝﾌﾟ

給水温度

25℃

煙突

排ｶﾞｽ

給水温度

60℃

軟水

ﾀﾝｸ

ﾎﾞｲﾗｰ

煙突

排ｶﾞｽ

ｴｺﾉﾏｲｻﾞｰ

（廃熱を回収）

給水

ﾎﾟﾝﾌﾟ
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改善内容

従来のボイラーの運転の選択は手動 台数制御装置により自動運転指令 

→ 最適な運転が困難 →最適な運転状況 

→ 燃料使用量大 → 燃料使用量低減

・ボイラー手動台数制御 ・ボイラー自動台数制御

・ボイラー手動制御フロー ・ボイラー自動制御フロー

試算条件 蒸発量2t/h､ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ660kcal/kg､効率90%､LNG使用量148⇒140m3/h､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

LNG使用量 m3/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果1,271 1,202 69

577,790 546,560 31,230

57,779 54,656 3,123

改善前 改善後

概

要

区分 ボイラー № 24 ボイラー台数制御装置の設置

蒸気圧力

を検出

台数制御装置により

自動運転指令

最適な運転

の実施

手動で運転

機種を選択

最適な運転

は困難

運転ロス

の発生

ﾎﾞｲﾗｰ

①

ﾎﾞｲﾗｰ

②

ﾎﾞｲﾗｰ

③

工場

蒸気負荷

手動運転

指令

蒸気

ﾎﾞｲﾗｰ

①

ﾎﾞｲﾗｰ

②

ﾎﾞｲﾗｰ

③

工場

蒸気負荷

台数制御

装置

自動

運転

指令

蒸気圧力検出

蒸気
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改善内容

R22冷媒を使用した空調機は、2020年(途上国は R407, R410, R32等の代替フロン(HFC)を使用した

、2030年)に製造中止　且つ 旧式が多い 空調機へ更新

⇒非常に低効率(消費電力大) ⇒高効率化(消費電力小)

試算条件 空調能力50kW､COP2.5⇒3.5､能力低下8%､稼動日数120日/年､稼働時間10h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果18 9 9

38,880 19,440 19,440

855 428 428

改善前 改善後

概

要

区分 空調 № 25 R22冷媒空調撤廃
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改善内容

従来の南面窓ガラスは普通ガラス 南面窓ガラスに熱線反射ガラスを採用 

→日射透過率大 →日射透過率小

→ 空調エネルギー大 → 空調エネルギー低減

・　南面窓ガラスの仕様 ・　南面窓ガラスの仕様

ガラス種類 普通単層ガラス ガラス種類 熱線反射複層ガラス

ガラス日射透過率 ％ ガラス日射透過率 ％

南向きガラス面積 ㎡ 南向きガラス面積 ㎡

ガラス日射透過量 kW ガラス日射透過量 kW

・　夏季日射透過 （窓断面） ・　夏季日射透過 （窓断面）

試算条件 ｶﾞﾗｽ日射透過量25.8kW⇒12kW、COP3､稼動日数80日/年､稼働時間10h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果3 1 2

6,880 3,200 3,680

151 70 81

25.8 12

区分 空調 № 26 建屋ガラスの高断熱・遮熱化

改善前 改善後

概

要

86 40

100 100

窓ガラス

日射透過

86.0％

室外側

日射

日射反射

14.0％

室内側

窓ガラス
熱線反射層

室外側 室内側

日射

日射透過

39.4％

日射反射

60.6％
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改善内容

蛍光灯または水銀灯を使用 LED灯へ更新

→低効率照明により消費電力増 →高効率照明により消費電力低

試算条件 照明定格電力400W/灯⇒LED105W/灯､灯数50灯､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

区分 照明 № 27 LED灯への更新

改善前 改善後

概

要

35.9 9.4 26.5

78,080 20,496 57,584

1,718 451 1,267
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改善内容

従来のエアーコンプレッサーは定速度 インバーター駆動により、回転数を可変

→ 圧力変動大、電力使用量大 → 圧力変動小、電力使用量低減

・エアーコンプレッサー ・インバーター・エアーコンプレッサー

・ON・OFF圧力制御フロー ・圧力一定制御フロー

試算条件 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ電力75kW､電力量比率85⇒60%､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

区分 コンプレッサー № 28 インバーターエアーコンプレッサー設置

改善前 改善後

概

要

114 81 34

248,880 175,680 73,200

5,475 3,865 1,610

圧力調節器の信号により

「インバーター回転数制御」

低負荷運転時の

電力使用量小

低負荷運転時の

電力使用量大

圧力調節器の信号により

「吸入絞り＋パージ制御」

吸入絞り

＋ﾊﾟｰｼﾞ

ｴｱｰ

圧力検出

圧力調節

定速ｴｱｰ

定速ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ
の使用空気量と

消費電力の関係

電力

％

100

75

50

25

0
0 25 50 75 100

使用空気量％

ｴｱｰ

圧力検出

圧力調節器

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

回転数指令

（圧力一定）

100

75

50

25

0
0 25 50 75 100

使用空気量％

電力

％

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ
の使用空気量と

消費電力の関係
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改善内容

エアー圧力制御 エアー圧力制御

エアー圧力推移 エアー圧力推移

試算条件 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ電力75kW⇒73.7kW(0.59/0.60)､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果135 132 3

292,800 287,724 5,076

6,442 6,330 112

改善前 改善後

概

要

従来のエアー配管の容量が小さい

→ 圧力変動大 → 電力使用量大

コンプレッサー・エアータンクを設置

→ 圧力変動小 → 電力使用量低減

区分 コンプレッサー № 29 エアータンク設置

ｴｱｰ配管ｴｱｰ

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

エアータンクがないと

圧力変動が大きい

電力量

大

平均圧力

が高い

エアータンクを設置し

て、圧力変動を低減

電力量

低減

平均圧力

を低減

ｴｱｰ圧力

変動大 0.55

0.57

0.59

0.61

0.63

0.65
ｴｱｰ圧力推移MPa

時間

最低圧 0.57

平均圧 0.60
ｴｱｰ配管ｴｱｰ

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

ｴｱｰ

ﾀﾝｸ
ｴｱｰ圧力

変動小

0.55

0.57

0.59

0.61

0.63

0.65

ｴｱｰ圧力推移

時間

MPa

最低圧 0.57

平均圧 0.59
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改善内容

従来のエアーコンプレッサーの運転は手動運転指令 台数制御装置により自動運転指令 

→ 最適な運転が困難 →最適な運転状況 

→ 電力使用量大 → 電力使用量低減

・コンプレッサー手動台数制御 ・コンプレッサー自動台数制御

・コンプレッサー手動制御フロー ・コンプレッサー自動制御フロー

試算条件 電力75kW⇒65kW(省エネ率▲15%)､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

区分 コンプレッサー № 30 コンプレッサー台数制御装置設置

改善前 改善後

概

要

135 117 18

292,800 253,760 39,040

6,442 5,583 859

蒸気圧力

を検出

台数制御装置により

自動運転指令

最適な運転

の実施

手動で運転

機種を選択

最適な運転

は困難

運転ロス

の発生

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

①

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

②

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

③

工場

ｴｱｰ負荷

手動運転

指令

ｴｱｰ

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

①

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

②

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

③

工場

ｴｱｰ負荷

台数制御

装置

自動

運転

指令

ｴｱｰ圧力検出

ｴｱｰ
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改善内容

送気圧力 MPa 送気圧力 MPa

圧力損失 MPa 圧力損失 MPa

末端圧力 MPa 末端圧力 MPa

コンプレッサー電力 kW コンプレッサー電力 kW (0.53/0.55)

試算条件 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ電力100kW⇒96kW(送気圧0.53/0.55)､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

0.1 0

区分 コンプレッサー № 31 メイン配管のループ化

改善前 改善後

概

要

メイン配管が樹枝状 → 圧力降下が大

 → 送気圧力が高 → 電力使用量大

メイン配管をループ化 → 圧力降下の低減

 → 送気圧力の低減 → 電力使用量の低減

0.6 0.5

0.5 0.5

100 96

390,400 376,204 14,196

8,589 8,276 312

180 173 7

・枝状配管 ・ループ配管

工場
ｴｱｰ

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

送気圧

0.55MPa

圧力降下

0.05MPa

末端圧

0.50MPa

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

送気圧

0.53MPa

圧力降下

0.03MPa

末端圧

0.50MPa

工場
ｴｱｰ
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改善内容

試算条件 ｴｱｰｼﾘﾝﾀﾞｰ(1本)：ｴｱｰ使用量24L/min､作動回数5回/min､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

63 19 44

1.3 0.4 0.9

区分 コンプレッサー № 32 エアーシリンダーから電動シリンダー化

改善前 改善後

概

要

エアーシリンダーは電源不要で、導入しやすいため、組立

設備などでは多く使用されているが、効率が悪い

既存設備の交換や生産準備時などメカシリンダーを採用す

ることにより大幅に省エネを図る

2,849 855 1,994

ｴｱｰｼﾘﾝﾀﾞｰ有効分 23.4%

100

30

▲70％

ｴｱｰ

ｼﾘﾝﾀﾞｰ

ﾒｶ

ｼﾘﾝﾀﾞｰ

(%)

エアーシリンダーは、動力として使用す

るまでにエネルギー損失が多く、投入

エネルギーに対して有効分が約23%

と効率が悪い

電動化することにより、約70%のエネ

ルギー低減が可能

(電源の準備、コスト高、スペース増、

温度条件などのデメリットがある)

<ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ本体側> <生産設備側>

エアーシリンダー メカシリンダー

エネルギー低減効果

94②設備の高効率化 40事例集目次へ戻る



改善内容

試算条件 圧力0.5Mpa､必要流量1.5㎥/min､ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ電力40kW⇒ﾌﾞﾛｱｰ電力11kW､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

区分 コンプレッサー № 33 エアーブローのブロアー化(電動化)

改善前 改善後

概

要

工場エアーによるエアブロー

→エア使用量が多い(コンプレッサの消費電力大)

エアブローからターボブロワーに変更

→エア使用量を低減(コンプレッサーの消費電力小)

156,160 42,944 113,216

3,436 945 2,491

72 20 52

脱脂 防錆 乾燥炉

工場エアー

ワーク流れ

Ａ視図

１５ヵ所（Φ５）×２列

ワーク

エアブロー範囲

（工場エアーを使用）

Ａ

Ａ ターボブロワー設置

Ａ視図

圧力確保のため

専用のダクトに改造

Ａ

Ａ

動力室

工場
コンプレッサー

脱脂 防錆 乾燥炉
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改善内容

試算条件 ｴｱｰ吐出量25㎥/h､ﾌﾞﾛｰ時間2h/日､ﾌﾞﾛｰ箇所数15箇所､ﾊﾟﾙｽﾌﾞﾛｰｶﾞﾝ省エネ率▲30%､稼動日数244日/年

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

407 285 122

9 6 3

区分 コンプレッサー № 34 エアーブローガンの高効率化

改善前 改善後

概

要

水切り乾燥や清掃時に使用するエアーブローは連続的

に圧縮エアーを使用するため、エアー圧力の低下及び使

用量が大きい

・エアー系統に、パルスブロー(断続)できる装置を追加

 ⇒エアーを間欠的にブローすることで使用量を低減

・省エネタイプのノズルを装着

 ⇒ブローによるエアー使用量を低減

18,500 12,950 5,550

シュー

シュッ

シュッ

シュッ 追加

連続ブロー 間欠ブロー

＋ =

20～40%の使用量を低減
省エネノズル
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改善内容

運転周波数 Hz⇒ ファン電力 kW 運転周波数 Hz⇒ ファン電力 kW

試算条件 運転周波数60Hz･ﾌｧﾝ電力7.5kW⇒50Hz･ﾌｧﾝ電力4.3kW､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

区分 ファン・ポンプ № 35 ファン・ポンプの温度による自動運転

改善前 改善後

概

要

冷却水（冷温水機）の温度制御は、

冷却塔ファンのON・OFF

冷却塔ファンにインバーターを設置し、回転数制御によって

冷却水温度制御 → ファン電力低減

60 7.5 50 4.3

13.5 7.7 5.7

29,280 16,787 12,493

644 369 275

冷却塔ファン制御フロー

冷却塔ファン制御

(50/60)3

冷却塔ファン制御フロー

冷却塔ファン制御

冷却塔

冷却水

温度検出

温度調節器

冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ

冷却塔ファン

ON・OFF 指令

冷却塔

冷却水

温度検出

温度調節器

冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ

インバーター
冷却塔ファン

回転数指令

冷却水

温度検出

冷却塔ファンを

ON・OFF制御

ファン電力

大

冷却水

温度検出

冷却塔ファンを

インバーター制御

ファン電力

低減

注意点： 電気伝導度による冷却

水のブローを確実に実施のこと
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改善内容

バルブによる流量調整 インバーター(モーターの回転数)による流量調整

※ 電動機の電力は、送水量に比例 ※ 電動機の電力は、回転数の 3乗に比例

電動機容量 kW 電動機容量 kW

バルブ開度 ％ バルブ開度 ％

運転周波数 Hz 運転周波数 Hz

消費電力 kW 消費電力 kW (51/60)3

試算条件 運転周波数60Hz･消費電力6.4kW⇒51Hz･4.6kW､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

区分 ファン・ポンプ № 36 ポンプのインバーター化による水量調節(CT, 水供給 etc.)

改善前 改善後

85 100

60 51

6.4 4.6

24,985 17,958 7,027

550 395 155

11.5 8.3 3.2

(85%)

概

要

給水ポンプをバルブにて水量調整

 → エネルギーロス大

バルブを全開とし、インバーターによって

水量調整 → エネルギーロス小

7.5 7.5

ﾎﾟﾝﾌﾟ

Q＝送水量

電動機

電源

ﾎﾟﾝﾌﾟ 電動機

電源

回転数制御

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

Q＝送水量＝従来量

ﾊﾞﾙﾌﾞ⇒
全開

ﾊﾞﾙﾌﾞにて
水量調整
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改善内容

※ 電動機の電力は、送風量に比例 ※ 電動機の電力は、回転数の 3乗に比例

電動機容量 kW 電動機容量 kW

バルブ開度 ％ バルブ開度 ％

運転周波数 Hz 運転周波数 Hz

消費電力 kW (85％) 消費電力 kW (51/60)3

試算条件 運転周波数60Hz･消費電力6.4kW⇒51Hz･4.6kW､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

6.4 4.6

概

要

従来の給排気のファンは、ダンパーにて送風量調整

→ エネルギーロス大

ダンパーを全開とし、インバーターによって送風量調整

→ エネルギーロスが小

7.5 7.5

85 100

24,985 17,958 7,027

550 395 155

11.5 8.3 3.2

区分 ファン・ポンプ № 37 ファンのインバーター化による送風量調整(換気, CT, 排気 etc.)

改善前 改善後

60 51

ﾌｧﾝ

電源

Q＝送風量

ﾀﾞﾝﾊﾟｰにて

送風量調整

電動機

ﾌｧﾝ

電源

電動機
回転数制御

ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

⇒ 全開

Q＝送風量＝従来量

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ
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改善内容

一般型電動機 （例－電動機出力 5.5kW） プレミアム効率、超高効率型電動機 

効率 効率

入力電力 入力電力

損失電力 損失電力

試算条件 入力電力6.28kW⇒6.06kW､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

0.78 kW 0.56 kW 0.34 kW

24,517 23,658 859

539 520 19

11.3 10.9 0.4

6.28 kW 6.06 kW 5.84 kW

87.6 ％ 90.8 ％ 94.1 ％

概

要

従来電動機は一般型の電動機を使用

→ 損失電力大

電動機損失が少ない高効率型の電動機を採用

→ 損失電力小

ＩＥ１ ＩＥ３ ＩＥ４

区分 ファン・ポンプ № 38 高効率電動機の使用(IE3以上)

改善前 改善後

電動機出力
5.5 kW

損失電力
0.78 kW

電動機入力
6.28 kW

一般型電動機

5.5kW

電動機出力
5.5 kW

損失電力
0.56 kW

電動機入力
6.06 kW

高効率型電動機

5.5kW
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改善内容

試算条件 表面積4㎡､表面温度80℃⇒40℃､放熱量0.9kW⇒0.1kW､稼動日数244日/年､稼働時間16h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

77 9 69

1.6 0.2 1.4

区分 その他 № 39 熱源設備の断熱・保温

改善前 改善後

概

要

設備の壁面などからの放熱により、熱エネルギーの増加や

周辺温度の上昇に伴い空調エネルギーが増加している

設備壁面へ断熱材の添付や設備周辺を囲うなどを行い放

熱を抑える

3,513 390 3,123

・断熱材なし

乾燥炉表面最高温度：85.4度

・断熱材あり

乾燥炉表面最高温度：54.1度
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改善内容

従来型変圧器 (例－変圧器容量 1,000kVA) アモルファス変圧器 (例－変圧器容量 1,000kVA)

鉄心材料 方向性けい素鋼板 鉄心材料 アモルファス

負荷損失 （50％負荷） kW 負荷損失 （50％負荷） kW

無負荷損失 kW 無負荷損失 kW

効率 （50％負荷） ％ 効率 （50％負荷） ％

試算条件 負荷損失+無負荷損失:(3.0+3.0)kW⇒(1.35+0.42)kW､稼動日数365日/年､稼働時間24h/日

電力使用量 kWh/年 改善前 改善後 効果

エネルギー費 千円/年 改善前 改善後 効果

CO2排出量 t-CO2/年 改善前 改善後 効果

98.80 99.65

52,560 15,505 37,055

1,156 341 815

24 7 17

区分 その他 № 40 変圧器:トップランナー方式・高効率タイプへの更新

改善前 改善後

概

要

従来の変圧器の鉄心は方向性けい素鋼板

→ 無負荷損失(電力ロス)大

アモルファスを鉄心に用いた高効率変圧器に変更

→ 無負荷損失(電力ロス)を大幅に低減

3.00 1.35

3.00 0.42
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削減手段 支援１ 削減事例集

省エネルギーセンター公開情報

Do（省エネを実行）

各設備に対する省エネの投資額や
効果金額の事例を確認できます

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

103



104

2021年度 パンフレットデータ

2020年度 パンフレットデータ

2019年度 パンフレットデータ

2018年度 パンフレットデータ

2017年度 パンフレットデータ

2016年度 パンフレットデータ

省エネ・節電ポータル (shindan-net.jp)

省エネに関するお役立ち情報が掲載されています

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

104

＊2023年6月時点のリンクになります

https://www.shindan-net.jp/pdf/guidebook_factory_2022.pdf
https://www.shindan-net.jp/pdf/shindan_jirei2022.pdf
https://www.shindan-net.jp/pdf/shindan_jirei2021.pdf
https://www.shindan-net.jp/pdf/shindan_jirei2020.pdf
https://www.shindan-net.jp/pdf/shindan_jirei2019.pdf
https://www.shindan-net.jp/pdf/shindan_jirei2018.pdf
https://www.shindan-net.jp/pdf/shindan_jirei2017.pdf
https://www.shindan-net.jp/pdf/shindan_jirei2016.pdf
https://www.shindan-net.jp/catalog/
https://www.shindan-net.jp/pdf/moukaru_pamphlet.pdf


省エネ診断事例｜省エネ・節電ポータル (shindan-net.jp)

例えば
① 機械を選択する

②機械業種の削減事例メニュー
が表示される

③見たいメニューを選択する

④該当の会社の事例が表示
される

企業へのアドバイスや削減
効果金額など

①

②
③

④

投資費用や効果金額の実績がわかります

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

105

＊2023年6月時点のリンクになります

https://www.shindan-net.jp/case/


検索方法として

設備別や

条件を指定して

前ページと同様の

検索ができます

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

106



⑦削減手段 支援２ 省エネ見学会
WEB工場見学会

インターネットで検索すると沢山あります

WEB工場見学会例

JAPIA省エネ見学会
20181204 日本工業大学

来年度も計画していきます

107PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

https://www.fujielectric.co.jp/fcs/on-line-factory/
https://www.google.com/search?q=%E7%9C%81%E3%82%A8%E3%83%8D%E5%B7%A5%E5%A0%B4%E8%A6%8B%E5%AD%A6%E4%BC%9A&source=lmns&bih=625&biw=1366&rlz=1C1GCEU_jaJP1013JP1013&hl=ja&sa=X&ved=2ahUKEwia3aTrlYr8AhUhRvUHHcVnDpoQ_AUoAHoECAEQAA


発信元 No 内容 報告者 HP

１．経営と省エネ 「令和3年度エネルギー使用合理化シンポジウム」令和4年2月25日

① 脱炭素経営の進め方 環境エネルギー
総合研究所

リンク

② 経営層が納得する省エネ提案のフロー 環境エネルギー
総合研究所

リンク

③ 経営層が納得する省エネ企画書の作り方 環境エネルギー
総合研究所

リンク

④ 脱炭素経営の先取りで生き残る *ひろがるカーボンニュートラル｜環境省

https://www.env.go.jp/earth/carbon-neutral-messages/

協発工業 リンク

２．基礎からわかる省エネ 「令和3年度エネルギー使用合理化シンポジウム」令和4年2月25日

① 使える管理標準の作り方 環境エネルギー
総合研究所

リンク

② チェックから始める省エネ対策 環境エネルギー
総合研究所

リンク

③ ５分でわかるカーボンニュートラル 環境エネルギー
総合研究所

リンク

３.データで読み解く省エネ 「令和3年度エネルギー使用合理化シンポジウム」令和4年2月25日

① データのとりせつ（基礎編） 環境エネルギー
総合研究所

リンク

② データのとりせつ（加工編） 環境エネルギー
総合研究所

リンク

③ データのとりせつ（分析編） 環境エネルギー
総合研究所

リンク

カーボンニュートラル セミナー動画のご紹介 (1)

行政等公的機関がHPやセミナーなどを、youtrube等で公開している動画リンク集になります

108PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

＊2023年6月時点のリンクになります

https://www.youtube.com/watch?v=FK8ExSphQb8
https://www.youtube.com/watch?v=SIJ1I01AlgI
https://www.youtube.com/watch?v=gTMFOgjsN9M
https://www.youtube.com/watch?v=uDsPu68VWG8
https://www.youtube.com/watch?v=Z9YkwHsZAx0
https://www.youtube.com/watch?v=fN4meeh62ic
https://www.youtube.com/watch?v=lEi_C6Lbshg
https://www.youtube.com/watch?v=fxxQ1RYEq7k
https://www.youtube.com/watch?v=y8t5FOeuVYk
https://www.youtube.com/watch?v=3TqXqkpZ1H8


発信元 No 内容 報告者 HP

４．見える化で進める省エネ 「令和3年度エネルギー使用合理化シンポジウム」令和4年2月25日

① 適切な原単位とは 環境エネルギー
総合研究所

リンク

② その原単位省エネ効果が見えますか？（工場編） 環境エネルギー
総合研究所

リンク

③ その原単位省エネ効果が見えますか？（事業所編） 環境エネルギー
総合研究所

リンク

５．中小企業のカーボンニュートラルに向けた支援機関ネットワーク会議 令和4年７月29日 リンク

① 開会挨拶 経済産業省 0:00:00

② 経済産業省による施策説明等 経済産業省
環境経済室

0:05:00

③ 環境省における施策説明等 環境省 地球環境局
地球温暖対策課

0:09:55

④ 支援機関による取組紹介 名古屋商工会議所 0:14:43

⑤ 支援機関による取組紹介 東京きらぼしﾌｨﾅﾝｼｬﾙ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

0:32:15

⑥ 支援機関による取組紹介 エネルギーマネジメント
協会

0:50:40

⑦ 事業者による省エネ・脱炭素の取組紹介 山形化成工業株式
会社

1:13:40

⑧ 独立行政法人中小企業基盤整備機構による取組紹介 中小企業基盤整備
機構

1:24:50

⑨ 閉会挨拶 経産省のHP紹介 経済産業省
環境経済室

1:36:00

カーボンニュートラル セミナー動画のご紹介 (2)

リンク先に
会議資料のリンクが
あります
ダウンロード可

109PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

＊2023年6月時点のリンクになりますので最新情報をご確認ください

https://www.youtube.com/watch?v=Wo534bp8slI
https://www.youtube.com/watch?v=2xjyLP_CFPQ
https://www.youtube.com/watch?v=bLy4-n5YP6c
https://www.youtube.com/watch?v=zR0r0i8XBmo


発信元 No 内容 報告者 HP

６．各企業様の取り組み事例紹介

① 「サルティナブルな事業経営を目指して“設備投資の徹底戦略”で短投資回収年の
省エネ実現」～空調システム最適化更新で５０％エネルギー削減～

三井金属鉱業株式会
社

リンク

② 「今日から始める脱炭素」
～CO₂排出量５０％削減を目指して～

来ハトメ工業株式会社 前半リンク
後半リンク

③ 「スペシャリストからゼネラリストへ」
～社内人材資源を生かした攻めの省エネ戦略～

ﾘｺｰｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｻｰﾋﾞｽ株
式会社

リンク

④ 「老人福祉施設における運用改善による省エネ実践」 ・白百合会恩方ホーム
・ダイキン工業株式会社

リンク

⑤ 「コープ共済プラザにおけるカーボンニュートラルの取り組み」 株式会社日建設計 リンク

⑥ 「エネルギーの見える化・見せる化から始める省エネルギー」
～２０５０年温室効果ガス排出量実質ゼロを目指す新たなステージへ～

アズビル株式会社 前半リンク
後半リンク

⑦ 熱のデジタル化・見える化による省エネ対策事例
『蒸気配管からの放熱ロス削減事例

株式会社ヤクルト
東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ
株式会社

リンク

⑧ 新空調方式による大空間空調の実現とビッグデータを活用した快適性および省エネ
性の改善とさらなる追求

ダイキン工業株式会社 リンク

⑨ 遠隔監視での運転状況の把握による省エネルギーの実現 日本ﾌｧｼﾘﾃｨ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ
株式会社

リンク

⑩ 町工場が取り組む脱炭素への挑戦（2030年完全脱炭素を目指して） 日崎工業株式会社 リンク

⑪ 人材を切らずに電気を切る！ ～社長が決意！全従業員の前で省エネ宣言～ 株式会社栄光製作所 リンク

⑫ できることから一歩ずつの脱炭素への取組 株式会社鈴廣蒲鉾本
店

リンク

カーボンニュートラル セミナー動画のご紹介 (3) 110PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

https://www.youtube.com/watch?v=jf709cLLIVA
https://www.youtube.com/watch?v=dfnk_BPS9PY
https://www.youtube.com/watch?v=W1M83j4rEno
https://www.youtube.com/watch?v=cGGXD2QWBqo
https://www.youtube.com/watch?v=6QHzDite0_g
https://www.youtube.com/watch?v=N9oExLPxtxI
https://www.youtube.com/watch?v=XmclF96GuDE
https://www.youtube.com/watch?v=eezNgam5Qug
https://www.youtube.com/watch?v=XQ2zSAVhzSI
https://www.youtube.com/watch?v=aDh9uG3QKDc
https://www.youtube.com/watch?v=wt4YRz1UPYA
https://www.youtube.com/watch?v=lzT5tQeRWe8&list=PLcRmz7bR5W3kPw18ZImkZXie5vbhZPLp1&index=38
https://www.youtube.com/watch?v=_ooJ_FqsLPQ&list=PLcRmz7bR5W3kPw18ZImkZXie5vbhZPLp1&index=26
https://www.youtube.com/watch?v=mMRPlh7S17Y&list=PLcRmz7bR5W3kPw18ZImkZXie5vbhZPLp1&index=36


発信元 No 内容 報告者 HP

７.省エネ動画チャンネル

① 事業用施設におけるこれからの「節電」 省エネセンター リンク

② 換気量の適正化とエネルギー管理 省エネセンター リンク

③ 外気導入量の適正化による空調エネルギーの削減 省エネセンター リンク

④ 冷水温度の緩和による空調エネルギーの削減 省エネセンター リンク

⑤ 空気漏れ改善による電力使用量低減 省エネセンター リンク

⑥ インバータの活用によるポンプ・ファンの省エネ 省エネセンター リンク

⑦ コンプレッサにおける吐出圧力の調整 省エネセンター リンク

⑧ 燃焼炉における空気比の調整 省エネセンター リンク

⑨ 全員参加の「草の根運動」で省エネ大賞受賞 三浦工業株式会社 リンク

⑩ 省エネ診断の活用で賢く省エネ 香川シームレス株式会
社

リンク

⑪ お金をかけずに省エネ対策！（大手との取引にも影響！？中小事業者の脱炭素化
の時代！）

大阪府・大阪市 リンク

⑫ 「省エネお助け隊」は、経済産業省資源エネルギー庁の「地域プラットフォーム構築事
業」で採択された地域密着型の省エネ支援団体です

環境共創イニシアチブ リンク

カーボンニュートラル 削減事例・動画のご紹介 (投資額の少ない削減事例) 111

チューニング診断

チューニング診断

チューニング診断

チューニング診断

チューニング診断

省エネ

チューニング診断

チューニング診断

運用改善

補助金活用

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

＊2023年6月時点のリンクになります

https://www.youtube.com/embed/vJpVE1gZeDM?&rel=0
https://www.youtube.com/embed/2p2bLE3SGmY?&rel=0
https://www.youtube.com/embed/m3kokc4XIes?&rel=0
https://www.youtube.com/embed/tuly9WVPds4?&rel=0
https://www.youtube.com/embed/oZ28OT6p_w8?&rel=0
https://www.youtube.com/embed/xV9jOlqGZkg?&rel=0
https://www.youtube.com/embed/hr782Kl-q80?&rel=0
https://www.youtube.com/embed/tvG_-pLP8ic?&rel=0
https://www.youtube.com/watch?v=qDA2sVqC03E
https://youtu.be/MX7gQ_5GJMQ
https://www.youtube.com/watch?v=5lhOAsT3WIQ
https://youtu.be/JjvohY-je0M


見てすぐわかる！ からくり改善 ダイジェスト版
https://www.youtube.com/watch?v=_HNTy_V1AOs

からくり改善作品
https://www.youtube.com/watch?v=XrN-P_9OTRQ

パナソニック新潟工場「からくり改善装置」
https://www.youtube.com/watch?v=7PDiOr99Hi0

基本形 からくり
https://www.youtube.com/watch?v=UAfkH1CBqnghttps://www.youtube.com/watch?v=XNcibl84PWs

マンガでわかるからくり改善【トヨタSDGs劇場】工場の、驚きの「からくり」公開！
https://www.youtube.com/watch?v=0mYP7GWjWSU

製造業_からくり改善】ピンを一定方向に整列！

https://www.youtube.com/watch?v=Z9PGkE6BVbk https://www.youtube.com/watch?v=r8B1EQhehAk

200個のばねを一度で挿入！治具
【からくり人形×AI（LBS）】愛知の
モノづくりを救う！生産ラインの技術

https://www.youtube.com/watch?v=YDA4KtbBiOA

トヨタ自動車「からくり」 エレベーター式の反転シューターを作ってみました

https://www.youtube.com/watch?v=p7eNqdoxc1w https://www.youtube.com/watch?v=MGMhbszMTRk

遠藤工業 からくり教室

【参考】 削減事例・動画のご紹介 (カラクリ事例) PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る
112

https://www.youtube.com/watch?v=a-8BZokKVnQ

＊2023年6月時点のリンクになります

https://www.youtube.com/watch?v=_HNTy_V1AOs
https://www.youtube.com/watch?v=_HNTy_V1AOs
https://www.youtube.com/watch?v=XrN-P_9OTRQ
https://www.youtube.com/watch?v=XrN-P_9OTRQ
https://www.youtube.com/watch?v=7PDiOr99Hi0
https://www.youtube.com/watch?v=7PDiOr99Hi0
https://www.youtube.com/watch?v=UAfkH1CBqng
https://www.youtube.com/watch?v=UAfkH1CBqng
https://www.youtube.com/watch?v=XNcibl84PWs
https://www.youtube.com/watch?v=XNcibl84PWs
https://www.youtube.com/watch?v=0mYP7GWjWSU
https://www.youtube.com/watch?v=0mYP7GWjWSU
https://www.youtube.com/watch?v=Z9PGkE6BVbk
https://www.youtube.com/watch?v=Z9PGkE6BVbk
https://www.youtube.com/watch?v=r8B1EQhehAk
https://www.youtube.com/watch?v=r8B1EQhehAk
https://www.youtube.com/watch?v=YDA4KtbBiOA
https://www.youtube.com/watch?v=YDA4KtbBiOA
https://www.youtube.com/watch?v=p7eNqdoxc1w
https://www.youtube.com/watch?v=p7eNqdoxc1w
https://www.youtube.com/watch?v=MGMhbszMTRk
https://www.youtube.com/watch?v=MGMhbszMTRk
https://www.youtube.com/watch?v=a-8BZokKVnQ
https://www.youtube.com/watch?v=a-8BZokKVnQ


計画した目標値に対して会社トップと
定期的に進捗を確認して、リカバリー
が必要であれば、経営層に相談して
援助してもらえるようにしていきましょう

Check（省エネ効果検証）

⑧CO2の傾向管理月度集計

113PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



N-1年度単月実績 N年度単月目標 N年度単月実績

N-1年度実績累計 N年度目標累計 N年度実績累計

単月 累計

○

単月 累計

全社
△ △

(102%) (102%)

単月1290.0

1290.0

○
(90%)A工場 (90%)

目標 実績

累計 350.0 38.0388.0

388.0 350.0 38.0

差差

▲ 29.0

▲ 29.0

実績目標

1261.0

1261.0

単月

累計

0
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10000
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25000

0
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4000
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

(t-CO2)(t-CO2)

CO2排出量の目標と実績を月度管理し、経営層を含めて達成活動を推進しましょう。

114

⑧CO2の傾向管理 月度集計シート

JAPIAツールへ
エネルギー種からCO2排出量集計

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



自社削減活動の改善ポイントを
明確にするため、チェックリストや
無料診断ツールがあるので
有効活用していきましょう
JAPIAツール以外にも公的機関の
ツールもありますので参考に
してください

⑨「改善ポイント見える化」 課題抽出自己診断ツール

115

Check（省エネ効果検証）

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



https://www.shindan-net.jp/

省エネ支援サービスの紹介

https://www.shindan-net.jp/selfcheck/

セルフ診断ツール

⑨改善ポイントの見える化 課題抽出活動事例

https://j-
net21.smrj.go.jp/special
/chusho_
sdgs/carbonneutral/chec
ksheet.html

カーボンニュートラル・チェックシート
https://eco.jcci.or.jp/download

116

無料で自己診断ができるツールが掲載されています

１）

2）

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

＊2023年6月時点のリンクになりますので最新情報をご確認ください

https://www.shindan-net.jp/
https://www.shindan-net.jp/selfcheck/
https://j-net21.smrj.go.jp/special/chusho_sdgs/carbonneutral/checksheet.html
https://j-net21.smrj.go.jp/special/chusho_sdgs/carbonneutral/checksheet.html
https://youtu.be/Bcnen98IXJU
https://eco.jcci.or.jp/download
https://www.youtube.com/embed/CqSyX6gBiAk?&rel=0
https://eco.jcci.or.jp/download


第三者、専門家に自社の課題を
見つける支援をしてもらい
どこを攻めるのか把握すると
次年度のアクションプランに
つながります

⑩課題抽出 省エネ診断

117

Check（省エネ効果検証）

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



https://www.shindan-net.jp/service/shindan/

省エネ最適化診断サービス内容

https://www.shindan-net.jp/

省エネ支援サービスの紹介

⑩課題抽出 省エネ診断
118

「省エネ最適化診断報告書」のサンプル(抜粋)

省エネ診断について、申請方法や診断
内容について紹介されています

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

＊2023年6月時点のリンクになりますので最新情報をご確認ください

https://www.shindan-net.jp/service/shindan/
https://www.shindan-net.jp/
https://www.shindan-net.jp/service/pdf/shindan_factory_sample.pdf
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「省エネ最適化診断」が国の補助金の評価項目に追加されました。
また、2019年度以降に「無料省エネ診断」を受診した場合も評価項目となっています。詳しくは下記ホー
ムページをご参照ください。

•令和4年度先進的省エネルギー投資促進支援事業費補助金（一般社団法人環境共創イニシアチブ）

•令和3年度補正予算省エネルギー投資促進支援事業費補助金（高効率コージェネレーション、一般社団法人都市ガス振興センター）

参考情報：料金他 119PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

＊2023年6月時点のリンクになりますので最新情報をご確認ください

https://sii.or.jp/cutback04/overview.html
http://www.gasproc.or.jp/current/subsidylist/r4_1/


120

省エネ支援現場レポート｜省エネ・節電ポータル (shindan-net.jp)

実際に省エネ診断を受診した企業事例

診断を受診した企業の事例があります

分散設置の室外機ファンの定期的な清掃を
空調機は事務室等に7台が分散設置されており、室外機の熱交換用
フィンに汚れが散見されました。フィンを定期的に清掃することで
冷暖房の空調効率が改善できます。
また飲料用自販機は、最新の省エネ型は消費電力量が半減しており、
機器設置者と機器更新を交渉することで省エネが実現できます。
リークテスタでの漏れ発見と水切り用エアノズル小径化で電力節減

・
・

専門家から省エネの攻めどころや
アドバイスがあり、活動を始め
やすいと考えられます

発信元 No 内容 報告者 HP

① Ch.4省エネ診断（工場）鳥取県・気高電機株式会社（電気・電子機器） 省エネセンター リンク

② Ch.2省エネ診断（工場）東海・山口化成工業株式会社（プラスチック製品製
造）

省エネセンター リンク

③ Ch.1省エネ診断（工場）栃木市・ひかり工業株式会社様（製造業） 省エネセンター リンク

120PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

＊2023年6月時点のリンクになりますので最新情報をご確認ください

https://www.shindan-net.jp/voice/
https://www.shindan-net.jp/voice/detail014.html
https://youtu.be/hdLVU3tOMm8
https://youtu.be/coqCkjwpxvo
https://www.youtube.com/embed/royHiPAZNdA?start=68&rel=0


自社のCN活動全体の強み弱みを
自らが把握して、次の活動につなげ
る重要な指標になります

Action（省エネ行動の見直し）

⑪ PDCAﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ項目抽出自己診断シート

121PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



⑪ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ項目抽出 自己診断シート

【目的】
会員会社様にアンケート形式で診断結果を送付頂き、各項目毎に、JAPIA平均や企業規模
毎の平均との比較できる物を計画しています。各社様のアンケートのご協力お願いします

【参考】自工会の共通 製品含有化学物質管理ガイドライン 自己評価シート

23年度に計画中

診断結果

【アウトプットイメージ】

JAPIA内製化

122PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

（会員社向け）



効果大きい省エネアイテムは
コストがかかる・・・
補助金制度を有効活用しては
いかがですか？

Action（省エネ行動の見直し）

⑫CN補助金計画支援 補助金制度紹介

123PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



一般的な補助金申請スケジュール

補助金申請には事前検討から実施まで時間がかかりますの
で事前に自社の中長期での計画が必要です

前年度 当該年度

次年度以降
事後報告

検収
代金決済
実績報告
補助金受領

補助
事業
申請

9月

社内合意

3月

調査
計画策定

2月

概算要求
予算案
事業決定

国・行政
の動き

企業側
が実施

公募

着
工
提
出

採択
発表

補助金によっては
事後報告の必要
な場合がある

124

【重要】
PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

～2月

設備仕様
見積もり

3月1月 6月

4月 5月 6月

8月

12月 1月

次年度
以降

確
定
検
査

実
績
報
告
書

2月

補
助
金
入
金

＊補助金申請は設備の契約・発注前が対象になります

受
領

採
択

3月

補助
事業
調査



会社・拠点の各市町村にも

補助金が設定されている場合があります
例)■豊田市カーボンニュートラル創エネ促進補助金（愛知県豊田市）

・カーボンニュートラル設備導入に対する補助金の紹介

URL： https://www.smart-hojokin.jp/subsidies/5972

⑫CN補助金計画支援 補助金制度紹介
125

https://www.env.go.jp/earth/earth/ondanka/enetoku/2023/

23年度申請できる案件がプルダウンで

検索できるHPがあります

経済産業省 中小企業庁

環境省

https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/koubo/index.html

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

次項以降に抜粋した補助金の概要を記載

＊2023年6月時点のリンクになりますので最新情報をご確認ください

https://www.smart-hojokin.jp/subsidies/5972
https://www.env.go.jp/earth/earth/ondanka/enetoku/2023/
https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/koubo/index.html


省エネルギー・需要構造転換支援事業費補助金

資源エネルギー庁省エネルギー・
新エネルギー部省エネルギー課

令和５年度予算

360.0 億円

（１）先進事業

（２）オーダーメイド事業

（３）指定設備導入事業

（４）エネルギー需要最適化対策事業

事業概要

申請要件

工場・事業場における省エネ性能の高い
設備・機器への更新や複数 事業者の連
携、非化石エネルギーへの転換にも資す
る先進的な省エネ機器・設 備の導入を
支援することで、「2030年度におけるエネ
ルギー需給の見通し」の達 成に寄与する
ことを目的とします

目的

https://www.meti.go.jp/main/yosangaisan
/fy2023/pr/en/shoshin_taka_12.pdf

既存設備から、省エネ機器・設備の新規への更新

経済産業省HP 参照

126PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

中小企業の採択が多く、中小企業に有利な補助金となっています

＊2023年6月時点のリンクになりますので最新情報をご確認ください

https://www.meti.go.jp/main/yosangaisan/fy2023/pr/en/shoshin_taka_12.pdf


2023年（令和５年度）

（１）先進事業 補助金

支援対象

補助率

申請要件 先進的な省エネ機器・設 備の導入
工場・事業場における省エネ性能の高い設備・機器への更新
複数 事業者の連携、非化石エネルギーへの転換

補助金団体から先進的な評価設備
として評価された設備の導入。上記
支援対象の要件で、設備費用を中
心に左記の補助率で補助金が交付
されるものです

省エネ率30%以上もしくは省エネ量1000KL以上
もしくはエネルギー消費原単位改善率15%以上

中小企業 2/3
大企業 １/2

上限金額 15億円又は20億円

127PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

https://www.enecho.meti.go.jp/category/savi
ng_and_new/saving/data/r5gaiyou_an.pdf

資源エネルギー庁省エネ課 HP 参照

＊2023年6月時点のリンクになりますので最新情報をご確認ください

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/data/r5gaiyou_an.pdf


2023年（令和５年度）

（２）オーダーメイド事業 補助金

支援対象

補助率

申請要件 個別設計が必要となるオーダーメイド設備の導入を含む設備
更新等

設備設計に伴うその使用者向けに
カスタマイズされた設備を導入すること
を対象にしており、上記支援対象の
要件で、設備費用を中心に左記の補
助率で補助金が交付されるものです

省エネ率10%以上もしくは省エネ量700KL以上
もしくはエネルギー消費原単位改善率7%以上

中小企業1/2
大企業 1/3

上限金額 15億円又は20億円

128PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

※投資回収年数７年未満の事業は、
中小企業者等で1/3以内
大企業・その他で1/4以内

https://www.enecho.meti.go.jp/category/savi
ng_and_new/saving/data/r5gaiyou_an.pdf

資源エネルギー庁省エネ課 HP 参照

＊2023年6月時点のリンクになりますので最新情報をご確認ください

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/data/r5gaiyou_an.pdf


2023年（令和５年度）

（３）指定設備導入事業 補助金

支援対象

補助率

申請要件 省エネ性能の高い特定のユーティリティ設備、生産設備等への更新

補助金団体からあらかじめ省エネ性能の
評価を受けた機器を対象としたものであり、
省エネ率等の計算は不要であり、設備単
位で申請が可能。補助額は設備能力ご
とに定額で決まっている

高効率空調 産業用ヒートポンプ、生産設備等
（省エネ性能評価を受けたもの）

1/3

上限金額 1億円

129PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

https://www.enecho.meti.go.jp/category/savi
ng_and_new/saving/data/r5gaiyou_an.pdf

資源エネルギー庁省エネ課 HP 参照

★設備単位で申請可能

幅広く設備単位で申請できる。
各社の事情に合わせ、老朽化更新時に
設備毎の申請ができます

＊2023年6月時点のリンクになりますので最新情報をご確認ください

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/data/r5gaiyou_an.pdf


2023年（令和５年度）

（４）エネルギー需要最適化対策事業 補助金

支援対象

補助率

申請要件 エネマネ事業者と共同で作成した計画に基づき、EMS制御や高効率
設備導入、運用改善を行う取組み

あらかじめ指定されたエネマネ事業者とエ
ネルギー管理支援サービス契約を締結し、
EMS機器を導入するのに左記補助率で
補助金が交付される。
２％以上の省エネを前提としている

EMS機器

上限金額 1億円

130PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

https://www.enecho.meti.go.jp/category/savi
ng_and_new/saving/data/r5gaiyou_an.pdf

資源エネルギー庁省エネ課 HP 参照

中小企業1/2
大企業 1/3

＊2023年6月時点のリンクになりますので最新情報をご確認ください

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/data/r5gaiyou_an.pdf


https://www.env.go.jp/earth/earth/ondanka/energy-taisakutokubetsu-kaikeir03/matr03-37.pdf

2023年（令和５年度）

脱炭素社会の構築に向けたESGリース促進事業

支援対象

補助率

申請要件

中小企業等がリースで脱炭素機器を導入する場合、以下の支援対象に基づき、
脱炭素機器の種類に応じて総リース料の一定割合を補助

（１）リース会社がESGを考慮した取組を実施している場合
（２）サプライチェーン上の脱炭素化に資する取組を実施している場合

令和３年度～令和７年度

実施期間

リース料の1～4% （最大6%）

申し込み先着順 予算のある限り常時受付

リースの場合、補助率は低いが、補助金の申請
等は指定リース会社にやってもらえるため、手続き
工数が削減できる

131PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

＊2023年6月時点のリンクになりますので最新情報をご確認ください

https://www.env.go.jp/earth/earth/ondanka/energy-taisakutokubetsu-kaikeir03/matr03-37.pdf


https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/hojin/5925.htm

カーボンニュートラルに向けた投資促進税

(1)⼤きな脱炭素化効果を持つ製品の⽣産設備、
(2)⽣産工程等の脱炭素化と付加価値向上を両⽴する設備の導⼊
に対して、最⼤10％の税額控除⼜は50％の特別償却を新たに措
置したものです。適⽤期限は、令和5年度末までです。

https://www.chubu.meti.go.jp/d12cn/01_toushi/index.html

エネルギー利⽤環境負荷低減事業適応計画
（カーボンニュートラルに向けた投資促進
税制）の申請方法・審査のポイント

【その他】 優遇税制制度

エネルギー利⽤環境負荷低減事業適応計画（カーボ
ンニュートラルに向けた投資促進税制）のQ＆A

他の税制との重複適用は不可
ですが、補助金との併用は可能
になります（上記Q&A参照ください）

132PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

＊2023年6月時点のリンクになりますので最新情報をご確認ください

https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/hojin/5925.htm
https://www.chubu.meti.go.jp/d12cn/01_toushi/index.html
https://www.meti.go.jp/policy/economy/kyosoryoku_kyoka/cnpoint.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/economy/kyosoryoku_kyoka/cnqa.pdf


中長期プランをどのように策定
すればよいかわからない・・・
公的支援のHPもありますので
参考にしてください

Action（省エネ行動の見直し）

⑬中期プラン支援 事例紹介

133PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



■中長期排出削減目標等設定マニュアル
- 環境省

URL：https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply
_chain/gvc/files/GHG_target_settei_manual.pdf

■中小規模事業者のための脱炭素経営ハンドブック
- 環境省

URL：https://www.env.go.jp/content/000114653.pdf

⑬中期プラン作成方法 支援 事例紹介
134

長期的なエネルギー転換の方針の検討、短中期的な省エネ対策の洗い出し
再生可能エネルギー電気の調達手段の検討、削減対策の精査と計画へのとりまとめ、
モデル事例などが記載されています。

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

＊2023年6月時点のリンクになりますので最新情報をご確認ください

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/GHG_target_settei_manual.pdf
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/GHG_target_settei_manual.pdf
https://www.env.go.jp/content/000114653.pdf


参考）環境省経産省の支援策ハンドブック

カーボンニュートラル取組みの策定に向けた関連窓口の説明があります

何から始めたらいいかわからない 中小機構のCNオンライン相談窓口

省エネ等について相談したい
省エネお助け隊
省エネ最適化診断

CO2排出量を詳細に把握したい

P6

P7
P8

P9IT導入補助金

補助金について知りたい P11～13

優遇税制について知りたい CN投資促進税制 P14

設備の導入に関する補助金

PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る

135

中小企業に向けのカーボンニュートラル
（CN）支援策の説明資料 (meti.go.jp)

＊2023年6月時点のリンクになりますので最新情報をご確認ください

https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/SME/pamphlet/pamphlet2022fy01.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/SME/pamphlet/pamphlet2022fy01.pdf


CN活動における会員会社様へ
活動結果報告のお願い

136PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



部工会としての取り組み

カーボンニュートラル（CO2） サーキュラーエコノミー（廃棄物）

強化されている環境取組み活動

環境省HP資料引用

会員会社様と共に部工会全体として活動強化に向けて取り組んで行きます！！

＜部工会の取り組み＞
・国、経団連への部工会全体としての取組みの定期的な報告、連携
・会員会社様の省エネ事例の集約とその展開・勉強会開催
・具体的な取り組みの進め方“これで実践CN活動リスト”展開 など

そのために・・・

OEMとサプライヤが一丸となり、
自動車産業全体での取り組みが必須

会員会社様からのCO2排出量報告、省エネ事例などの報告が不可欠です！！

’22/12/8CNセミナー資料

137

137PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



会員会社様
日本自動車
部品工業会

＜会員企業様からのデータ活用＞
会員会社様からJAPIAに回答いただいたデータは、以下のように活用されています

経済産業省
日本経済
団体連合会

皆様の回答ひとつひとつが、業界全体の「より正確な動向把握」につながります
また、これらの情報をベースに、国の政策や支援策が検討・反映されます

調査回答 報告書提出

業界全体で活動を進めるため、アンケート、報告のご協力をお願いします！！

’22/12/8CNセミナー資料

138PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



質問、困りごとなど

◇ご質問、困りごとなどあれば、下記連絡先までメール願います

JAPIA カーボンニュートラル専用窓口
carbonneutral@japia.or.jp

139

139PDCA全体イメージに戻る

Q&Aに戻る



140PDCA全体イメージに戻る

困り事・問合せ

Q&Aリンク集
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大分類 小分類 困り事・質問 コメント リンク１ リンク２ リンク３

人材

意識
経営層がCN活動について説明
しても理解してもらえない

CNは経営戦略になり、今後商売ができなくなることから理解してもら
いましょう。さらに省エネは経費削減つながることを理解してもらいま
しょう。他社の取組みビデオもイメージしてもらいやすいです

⓪なぜカーボン
ニュートラル活動が
今必要なのか？

協発工業
ビデオ

大阪府・大
阪市
ビデオ

知識
専門知識があるメンバーがいな
いので人材育成をしたい

JAPIAのHPにセミナー情報があります。行政の支援機関でも無料講
師派遣がありますので相談してはいかがでしょうか？省エネ見学もイ
メージしやすくなると思います

③人材育成 省エ
ネ教育

⑦削減手段
支援２ 省
エネ見学会

知識
専門知識があるメンバーがいな
いのでCN企画の進め方がわか
らない

CNの支援をしてもらえる行政機関に相談してみてはいかがでしょう
か？無料相談もあります

環境省経産省の支
援策ハンドブック

省エネお助け
隊ビデオ

知識
専門知識があるメンバーがいな
いので自社で必要な削減方法
がわからない

何から手を付けていいかわからない場合には、専門家に見てもらいア
ドバイスしてもらうと進めやすいです。補助金で省エネ診断してもらい
効果が出ている事例もあります

⑩課題抽出 省エ
ネ診断

大阪府・大
阪市
ビデオ

削減
活動

省エネ
省エネ削減活動を社内ですすめ
ているが、新しいアイデアが出い
こない

まずは、基礎編5事例から始めて次に初級編40事例から進めること
をお勧めします さらにアイデア出しの情報を探したい場合JAPIA削
減事例集にヒントがあるかも！自動車部品と業種が違う場合には省
エネセンターの削減事例集も参考に

省エネ５事例による
アイテム抽出の考え
方（基礎編）

活動の始め
やすい省エネ
アイテム４０
事例

省エネル
ギーセンター
公開情報

省エネ
JAPIAの削減事例集で事例を
探したいが、どこに掲載されてい
るかわからない

JAPIAのHPの会員サイトに掲載されています会員でログインが必要
です。リンク先などを記載しています

JAPIA掲示板

省エネ
JAPIAの削減事例が多すぎて
ほしい情報を見つけることができ
ない

エクセルのオートフィルター機能で、設備や工程、投資金額などを選ん
で、事例を抽出することができます

削減事例集エクセ
ル操作

省エネ
投資の少ない削減事例が知り
たい

エクセルのオートフィルター機能で投資金額の少ない順に抽出すること
ができます。また省エネルギーセンタービデオにも投資のかからないビデ
オの掲載があります

省エネセン
タービデオ

困りごと・質問 Q&A対象リンク（１）
PDCA全体イメージに戻る

https://www.youtube.com/watch?v=uDsPu68VWG8
https://www.youtube.com/watch?v=5lhOAsT3WIQ
https://youtu.be/JjvohY-je0M
https://www.youtube.com/watch?v=5lhOAsT3WIQ


142困りごと・質問 Q&A対象リンク（２）
大分類 小分類 困り事・質問 コメント リンク１ リンク２ リンク３

削減
活動

省エネ
カラクリ事例が知りたいが見つか
らない

電気などエネルギー資源を一切使わず歯車やばねなどを利用した
しくみです

カラクリ動画リンク

省エネ
省エネ活動を実施したがCO2
がどれだけ削減できたか計算で
きない

JAPIAのHPにCO2集計のエクセルツールがありますのでご利用
ください。手順ビデオもあります

④エネルギー見える
化 エネルギー計量
体制実践

省エネ
効果の大きい革新技術情報な
どが入手できない

革新的な技術は公開されている情報はかなり限定的であり
★各自で大手企業のHP公開情報を都度確認が必要です

省エネ
計画通りに省エネが進んでいる
のか？リカバリーが必要なの
か？わからない

計画した目標値に対して会社トップと定期的に進捗を確認して、
リカバリーが必要であれば、経営層に相談して援助してもらえるよう
にしていきましょう

⑧CO2の傾向管
理月度集計

再生
可能
エネル
ギー

再エネ
再エネの導入を進めていきたい
が再エネの構成比率をどれくら
いにすればよいのかわからない

各社の30年予測により成り行きが異なります
（再エネ）＝（成行）ー（電力会社の変換係数）ー（省エネ
削減）ー（革新技術）となるので、自社の活動イメージを作成し
て再エネがどれくらい必要か試算していきます。各社毎に試算が必
要になります

②CN活動企画
アクションプラン作成

再エネ

再エネ導入にあたり、太陽光発
電、再エネ電気、再エネ証書な
ど沢山ありどれを選んでよいかわ
からない

再エネ導入は各社での使用電力量で異なり、消費の多い大企業
は、専任人材を置きコストの安い再エネ証書など組合せています。
消費の少ない企業であれば、再エネコストは高くなりますが、電力
会社との契約変更なので専任人材は必要なくなります。わからない
場合は、行政機関の無料相談や省エネ診断で専門家に聞いてみ
てはいかがでしょうか

(3)再エネ導入計
画立案(イメージ)

省エネお助け
隊ビデオ

環境省経
産省の支
援策ハンド
ブック

再エネ
再エネ少しずつ導入するのか？
あるタイミングで導入していくの
か？よくわからない

再エネについては、得意先様からの要求などがある場合にはそのタ
イミングで少しずつ準備が必要ですが、国や各地域で補助金制度
などがあるので、補助金の公募に合わせて導入を検討してはいかが
でしょうか？

(3)再エネ導入計
画立案(イメージ)

⑫CN補助
金計画支援
補助金制度
紹介

PDCA全体イメージに戻る

https://youtu.be/JjvohY-je0M


143困りごと・質問 Q&A対象リンク（３）
PDCA全体イメージに戻る

大分類 小分類 困り事・質問 コメント リンク１ リンク２ リンク３

効果の
確認

省エネ活動
省エネ活動を進めてきたが、自社
の削減とりくみ十分なのかまだ削減
余地があるかわからない

自己診断ができるツールが、省エネルギーセンターやJ-NET21に
掲載されています。さらに専門家に診断（省エネ診断）してもら
うと今後の攻めどころのアドバイスも・・

⑨改善ポイントの見
える化 課題抽出
活動事例

⑩課題抽出
省エネ診断

マネージメント

同業他社の情報がわからない。他
社と比べて自社の取組みが進んで
いるのかわからない。自社の弱点
がわからない

JAPIA23年活動に「ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ項目抽出 自己診断シート
」会員会社様にアンケート形式で診断結果を送付頂き、各項目
毎に、JAPIA平均や企業規模毎の平均との比較できる物です。
各社様のアンケートのご協力お願いします 【計画中】

⑪ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ項目
抽出 自己診断
シート

資金面

補助金
補助金の申請方法や活用事例
などがわからい

補助金については、省エネ診断からスタートするパターンと相談支
援から教えてもらうパターンがあります。補助金は6月末から7月く
らいに公募されるので早めに動く必要があり、単年や複数年の計
画を準備していく事が重要です

⑫CN補助金計画
支援 補助金制度
紹介

一般的な補
助金申請ス
ケジュール

実際に省エ
ネ診断を受
診した企業
事例

補助金
補助金制度がどこに公開されてい
るかわからない

補助金は毎年3月末～7月末に公募があります。各省庁の関連
HPや、地域行政機関HPをチェックして使えるものを探しましょう

⑫CN補助金計画
支援 補助金制度
紹介

補助金
補助金が多すぎて何が自社で使
えるのかわからない

補助金については申請要件、支援対象や支援先など様々なも
のがあります。わからければ専門家に相談をお勧めします

⑫CN補助金計画
支援 補助金制度
紹介

省エネお助け
隊ビデオ

環境省経
産省の支援
策ハンドブッ
ク

優遇税制
CNの優遇税制があると聞いたが、
どうして良いかわからない

CN投資促進税制があります。補助金との併用は可能ですが手
続きに手間がかかるので専門家に相談してみてはいかがでしょうか

その他 優遇税制
制度

省エネお助け
隊ビデオ

プラン 中長期計画
中長期計画を作りたいがどのように
作れば良いかわからない

長期的なエネルギー転換の方針の検討、短中期的な省エネ対
策の洗い出し再生可能エネルギー電気の調達手段の検討、削
減対策の精査と計画へのとりまとめ、モデル事例などが記載されて
います

⑬中期プラン作成
方法 支援 事例
紹介

中小規模事
業者のための
脱炭素経営
ハンドブック

中長期排
出削減目
標等設定マ
ニュアル

問合せ
先

窓口
CN関する問い合わせ先が多くて、
どこに聞けば良いかわからない

環境省経産省の支援策ハンドブックに代表的なカーボンニュート
ラル取組みの策定に向けた関連窓口の説明があります

環境省経産省の支
援策ハンドブック

https://youtu.be/JjvohY-je0M
https://youtu.be/JjvohY-je0M
https://www.env.go.jp/content/000114653.pdf
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/GHG_target_settei_manual.pdf
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